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『赤磐市◯◯』ってどこ？ 
平成16年度決算報告 

暮らしのカレンダー 
税務課からのお知らせ 

公民館へ行こう 

情報BOX
まちのわだい 

主 な 内 容  
まちを知りたいシリーズ 



2広報あかいわ（平成18年2月号） 

s
石
積
遺
構（
奥
吉
原
） 

▲熊山図書館（松木） 

▲JR熊山駅（千躰） 

▲熊山保健福祉総合センター（松木） 

▲熊山公民館（松木） ▲熊山支所（松木） 

▲くまやまふれあいセンター（松木） 

桜
が
丘
東
地
区
を
除
く 

熊
山
地
域
の
二
十
一
地
区 

第
五
回 

　
熊
山
地
域
は
赤
磐
市
の
東
部
に
位

置
し
、
の
ど
か
な
田
園
の
中
に
集
落

が
点
在
し
て
い
ま
す
。 

　
備
前
市
に
隣
接
す
る
奥
吉
原
地
区

に
は
熊
山
（
標
高
五
〇
六
・
八
　
）

が
あ
り
、
古
く
か
ら
聖
な
る
霊
山
と

し
て
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
あ
が
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
山
頂
に
は
、
ほ
ぼ
方

形
に
築
成
さ
れ
た｢

石
積
遺
構｣

が
あ

り
周
辺
に
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も

整
備
さ
れ
訪
れ
る
人
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。 

　
ま
た
、
西
部
の
石
蓮
寺
山
（
標
高

二
七
五
　
）
山
頂
に
は
、
か
つ
て｢

平

満
山
石
蓮
寺｣
が
栄
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
見
事
な
造
り
の
「
石
造
十

三
重
層
塔
」
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
中
央
に
は
県
下
三
大
河
川

の
ひ
と
つ
吉
井
川
が
南
北
に
流
れ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
熊

山
地
域
で
は
、
米
、
酒
造
米
、
果
樹
、

花
き
、
丹
波
黒
大
豆
、
新
高
梨
な
ど

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
全
国
的
に
名
高
い
果
物
王

国
・
岡
山
の
基
礎
を
築
い
た
地
で
あ

り
、
白
桃
の
発
祥
の
地
で
す
。
こ
う

し
た
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
今
で
も
桃

や
ぶ
ど
う
の
苗
木
の
産
地
と
し
て
有

名
で
す
。 

　
地
域
内
に
は
赤
磐
市
熊
山
支
所
、

熊
山
公
民
館
、
熊
山
図
書
館
な
ど
の

公
共
施
設
の
ほ
か
教
育
施
設
と

し
て
、
い
わ
な
し
幼
稚
園
、
小

学
校
二
校
（
豊
田
小
学
校
・
磐

梨
小
学
校
）
、
中
学
校
一
校
（
磐

梨
中
学
校
）
ま
た
、
中
高
一
貫

教
育
の
私
立
岡
山
白
陵
中
学
校
・

高
等
学
校
が
あ
り
ま
す
。 

　
福
祉
施
設
と
し
て
、
熊
山
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み
、

私
立
と
よ
た
保
育
園
、
医
療
施

設
と
し
て
市
立
熊
山
病
院
が
あ

り
ま
す
。 

　
ま
た
、
熊
山
英
国
庭
園
は
、

廃
校
に
な
っ
た
旧
小
野
田
小
学

校
の
跡
地
と
校
舎
を
活
用
し
た

こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
自
然
と

共
生
し
た｢

交
流｣

の
拠
点
施
設

で
す
。 

い
し
づ
み
い
こ
う 

メ
ー
 

ト
ル
 

メ
ー
 

ト
ル
 



3 広報あかいわ（平成18年2月号） 

可 真 下  
可 真 上  
弥 上  
野 間  
稗 田  
石 蓮 寺  
沢 原  
殿 谷  
佐 古  
　 岡 　  
酌 田  
円 光 寺  
吉 原  
河 田 原  
釣 井  
徳 富  
小 瀬 木  
松 木  
勢 力  
千 躰  
奥 吉 原  

242 
131 
68 
47 
128 
15 
167 
216 
85 
72 
37 
150 
180 
86 
86 
57 
129 
150 
72 
102 
145

264 
141 
74 
47 
123 
16 
213 
215 
90 
82 
39 
136 
181 
98 
101 
71 
148 
153 
69 
118 
175

506 
272 
142 
94 
251 
31 
380 
431 
175 
154 
76 
286 
361 
184 
187 
128 
277 
303 
141 
220 
320

146 
92 
52 
29 
78 
18 
136 
140 
53 
49 
26 
109 
119 
62 
56 
44 
82 
96 
43 
82 
104

地区名 世帯数 
男 女 計 

人口（平成18年1月1日現在） 

赤磐市 

▲熊山病院（松木） ▲豊田小学校（松木） 

▲磐梨中学校（沢原） 

▲いわなし幼稚園（沢原） 

▲英国庭園（殿谷） 

▲石蓮寺みんなの森（石蓮寺） 
▲石造十三重層塔（石蓮寺） 

▲磐梨小学校（沢原） 

t
私
立
と
よ
た
保
育
園（
松
木
） 

酌 田  

石 蓮 寺  

岡  殿 谷  

稗 田  

野 間  

可真上 

可 真 下  

佐 古  

沢 原  

吉 原  

奥 吉 原  

弥
上 

円
光
寺 

松 木  

小 瀬 木  

釣
井 徳 富  

河
田
原 

千 躰  

勢 力  

さ こ 

との だに 

さわ はら 

しゃく れん じ 

おく よし はら 

よし はら 

せん だ 

せい りき 

まつ き 

や

が
み 

え
ん
こ
う

じ 

つ
る

い 

お せ ぎ 

とく どみ 

か
わ

た

は
ら 

か ま しも 

か　ま かみ 

ひえ だ 

の ま 

おか 

しゃく　だ 



4広報あかいわ（平成18年2月号） 

熊山・吉井地域指定ごみ袋 赤坂地域指定ごみ袋 山陽地域指定ごみ袋 

　熊山・吉井地域では、合併前か
ら４５リットル袋１枚あたり４５円で
す。 

　赤坂地域の指定ごみ袋の配布
がなくなります。 

　山陽地域の指定ごみ袋・指定
シール引換券の配布がなくなり
ます。 

吉井地域 

熊山地域 

赤坂地域 

山陽地域 

●赤坂地域(赤坂環境センター) 
　指定袋４５r（１本／１０枚）４５０円 
　指定袋２２r（１本／２０枚）４５０円 

●熊山・吉井地域(和気北部衛生施設組合) 
　指定袋４５r（１箱／３０枚）　　１３５０円 
　指定荷札（１束／２０枚）　　　　８００円 

●山陽地域（山陽清掃センター・ 
　　　　　　　山陽桜が丘清掃センター） 
　指定袋４５r（１本／１０枚）　　　４５０円 
　指定袋２２r（１本／２０枚）　　　４５０円 
　小型混合ごみ（１シート／１０枚）４５０円 
　粗大ごみ（シート／５枚）　　　４５０円 

◎指定ごみ袋と収集エリアは、旧町単位となっています。
　必ず収集日の朝に、決められたごみ集積所にごみを
　出してください。 
◎指定ごみ袋の購入に際しては、必ず自分の住んでい
　る地域の袋かどうかを確認の上、お買い求めください。 
　★山陽地域：白地に青文字の袋 
　★赤坂地域：白地にオレンジ文字の袋 
　★熊山・吉井地域：黄地に紺文字の袋 

販売価格は下記のとおりです 

ごみ手数料が変わります 

市 内 の 

収 集 エ リ ア 



5 広報あかいわ（平成18年2月号） 

　赤磐市にお住まいの皆さんのご家庭から排出されるごみにつ

いては、合併以前と同様の収集エリア（山陽地域は山陽桜が丘清

掃センター、赤坂地域については赤坂環境センター、熊山・吉井

地域は和気北部衛生施設組合クリーンセンター）でそれぞれ従来

どおり回収・処理されています。 

　現在稼働しているごみ処理施設の処理能力や今後の耐用年数

を考えると、近い将来、備前ブロックの広域規模での新たな枠組

みの中で、広域ゴミ処理施設の建設が不可欠になっています。そ

れに備え、ごみのリサイクルはもとより、ごみ搬出量の抑制・減量

化を進めていくことがますます重要課題となっています。 

　ごみの出し方（分別方法）・収集方式については、これまで地域

間（旧町ごと）で若干異なっていました。そこで、合併に伴い、廃

棄物減量等推進審議会から、今後はさらに新分別を取り入れるな

ど細分化を推進し、市民一丸となってごみ排出量の抑制を図ると

ともに、ごみ処理手数料についても新年度から統一すべきとの提

案を受け、１２月の市議会で承認されました。 

　ごみの分別もいよいよ最終段階にさしかかっています。来年度

から指定ごみ袋などの配布は行いませんが、今後ますますの減量

化を進める上での廃止であることをご理解ください。 

生活環境課 

▲市民の手によって集められる 
　プラスチック製容器包装 

▲リサイクルを待つ 
　プラスチック製容器包装 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
（単位：トン） 

総搬入量 

直接搬入量 

収集量 

H16H15H14

ゴミの総搬入量推移 

（一般廃棄物処理事業実態調査） 

市民一人ひとりが、 
ごみの減量化、リサイクルに取り組もう 

〈
山
陽
地
域
に
お
住
ま
い
の
人
へ
〉 

　
平
成
十
七
年
度
に
配
布
し
て
い

る
引
換
券
に
つ
い
て
は
、引
換
期
間

が
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、忘
れ
ず
指
定
ご
み
袋
や

指
定
シ
ー
ル
に
引
き
換
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。引
き
換
え
て
お
け
ば
四

月
以
降
も
ご
み
出
し
に
使
え
ま
す
。 

4 月 1 日 か ら 

ごみ手数料が変わります ごみ手数料が変わります 

10,425

947 988 1,181

11,372

10,617

11,605

10,645

11,826



6広報あかいわ（平成18年2月号） 

市　税 
４１３,４９１万円 

地方譲与税 
３９,２３０万円 

利子割交付金 
４,８６７万円 

配当割交付金 
９２２万円 

株式等譲渡所得割交付金 
９９１万円 

地方消費税交付金 
３５,６６４万円 

ゴルフ場利用税交付金 
５,１１３万円 

自動車取得税交付金 
１３,７５９万円 

地方特例交付金 
１３,５２０万円 

地方交付税 
５４２,３３８万円 

交通安全対策特別交付金 
１,１２５万円 

分担金・負担金 
３８,２７４万円 使用料 

１３,１９０万円 

手数料 
５,７４９万円 

国庫支出金 
１０５,４５２万円 

県支出金 
１４２,４７９万円 

財産収入 
８,９２５万円 

寄付金 
２,１０１万円 

繰入金 
３７６,７６３万円 

繰越金 
８６,８２１万円 

諸収入 
４２,７１６万円 

地方債 
２３５,２００万円 

　
赤
磐
市
は
、
平
成
十
七
年
三

月
七
日
に
山
陽
町
、
赤
坂
町
、

熊
山
町
、
吉
井
町
が
合
併
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
十
六
年

度
は
赤
磐
市
の
初
年
度
に
当
た

り
ま
す
が
、
年
度
末
間
近
の
合

併
と
な
り
、
実
際
の
赤
磐
市
の

十
六
年
度
は
一
カ
月
足
ら
ず
の

間
で
し
た
。
十
六
年
度
（
一
年

間
分
）
の
実
質
的
な
決
算
は
山

陽
町
、
赤
坂
町
、
熊
山
町
、
吉

井
町
の
旧
四
町
の
決
算
と
そ
れ

を
引
き
継
い
だ
赤
磐
市
の
決
算

を
合
算
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。 

 

■
会
計
と
決
算 

　
市
の
会
計
は
基
本
的
な
経
費

を
経
理
す
る
一
般
会
計
と
、
下

水
道
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
の

特
定
の
事
業
を
経
理
す
る
特
別

会
計
、
病
院
事
業
や
水
道
事
業

を
経
理
す
る
事
業
会
計
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
市
の
財
政
状
況
を

見
る
場
合
は
一
般
行
政
部
門
に

関
す
る
「
普
通
会
計
」
と
、
水

道
事
業
や
病
院
事
業
な
ど
に
関

す
る
「
公
営
企
業
会
計
」
と
に

区
分
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。 

　
平
成
十
六
年
度
の
「
普
通
会

計
」
は
、
赤
磐
市
の
一
般
会
計
、

竜
天
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
田

原
用
水
、
土
地
取
得
、
墓
地
事

業
の
各
特
別
会
計
お
よ
び
こ
れ

ら
の
会
計
に
引
き
継
が
れ
た
旧

四
町
の
会
計
で
構
成
さ
れ
ま
す
。 

 

■
決
算
の
規
模 

　
平
成
十
六
年
度
の
普
通
会
計

決
算
額
は
歳
入
二
百
十
二
億
八

千
六
百
九
十
万
円
、
歳
出
百
九

十
七
億
七
千
三
百
二
十
四
万
円

で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引

く
と
十
五
億
一
千
三
百
六
十
六

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
中
に
は
平
成
十
七
年
度

へ
繰
り
越
し
た
事
業
へ
充
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金
が
五
億

三
千
八
百
二
十
五
万
円
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
れ
を
差
し
引
い
た

九
億
七
千
五
百
四
十
一
万
円
が

実
質
的
な
黒
字
と
な
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
合
併
に
伴
う
庁
舎

改
修
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

伴
う
電
算
機
器
の
統
合
な
ど
に

よ
り
、
十
六
年
度
中
に
借
金
で

あ
る
市
債
を
二
十
三
億
五
千
二

百
万
円
借
り
入
れ
た
こ
と
な
ど

で
、
財
政
状
況
は
厳
し
い
状
況

で
す
。 

　
今
後
は
、
さ
ら
に
行
財
政
改

革
に
努
め
、
健
全
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

歳入決算額のあらまし（普通会計） 

総額：２１２億８,６９０万円 

　
平
成
十
六
年
度
の
財
政
状
況
が
普
通
会
計
ベ
ー
ス
で

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ま
た
、
旧
四
町
お
よ
び
赤
磐
市
の
会
計
別
決

算
収
支
を
一
覧
表
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

平 成 
16年度 
平 成 

16年度 



7 広報あかいわ（平成18年2月号） 

議会費 
３０,５２９万円 

公債費 
２１２,６３７万円 総務費 

４２８,６３７万円 

民生費 
４１７,７８１万円 

労働費 
６１９万円 

商工費 
８,１３４万円 

土木費 
１６５,０３６万円 

消防費 
８９,２５６万円 

教育費 
２２２,０５９万円 

災害復旧費 
２２,３５７万円 

農林水産業費 
１７６,１２７万円 

衛生費 
２０４,１５２万円 

市民１人当たりに使われた額 

 433,206 円（普通会計） 

議会費 
6,689円 

総務費 
93,909円 

衛生費 
44,727円 

労働費 
136円 

農林水産業費 
38,587円 

商工費 
1,782円 

土木費 
36,157円 

消防費 
19,555円 

教育費 
48,650円 

公債費 
46,586円 

災害復旧費 
4,898円 

民生費 
91,530円 

※市民１人当たりに使われた額は、それぞれ
　の歳出額を平成18年１月１日現在の人口
　（45,644人）で割った額です。 

 

国民健康保険特別会計・事業勘定 

国民健康保険特別会計・診療勘定 

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

居 宅 介 護 支援事業特別会計  

訪問看護ステーション事業特別会計 

簡 易 水 道 特 別 会 計  

下 水 道 事 業 特 別 会 計  

宅 地 等 開 発 事 業 特 別 会 計  

竜天オートキャンプ場特別会計  

田 原 用 水 特 別 会 計  

土 地 取 得 特 別 会 計  

墓 地 事 業 特 別 会 計  

財 産 区 特 別 会 計  

計 

 

594,786 

64,745 

3,364 

78,992 

51,475 

1,070 

159 

16,122 

391,545 

2,605 

451 

62 

1,300 

1,275 

756 

613,921 

1,208,707

444,934 

44,034 

1,642 

73,312 

41,563 

210 

109 

11,246 

370,986 

662 

286 

0 

0 

1,273 

508 

545,831 

990,765

149,852 

20,711 

1,722 

5,680 

9,912 

860 

50 

4,876 

20,559 

1,943 

165 

62 

1,300 

2 

248 

68,090 

217,942

山 陽 町  

赤 坂 町  

熊 山 町  

吉 井 町  

612,956 

235,140 

358,940 

345,948

610,410 

224,577 

333,696 

342,799

2,546 

10,563 

25,244 

3,149

会　　計　　名 

一　　般　　会　　計 

赤
　
磐
　
市
　
特
　
別
　
会
　
計 

合　　　　　計 

町　　名 歳入決算額 歳出決算額 差　　引 

歳入決算額 歳出決算額 差　引 

■平成１６年度 赤磐市会計別決算収支一覧表 
　（平成１７年３月７日から平成１７年３月３１日） 

■平成１６年度 旧町一般会計決算収支一覧表 
　（平成１６年４月１日から平成１７年３月６日） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

歳出決算額のあらまし（普通会計） 

総額：１９７億７,３２４万円 
平 成 

16年度 
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国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

居 宅 介 護 支 援 事 業 特 別 会 計  

墓 地 事 業 特 別 会 計  

下 水 道 事 業 特 別 会 計  

　計 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

宅 地 等 造 成 事 業 特 別 会 計  

　計 

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

在宅介護支援センター指定居宅介護支援事業所特別会計 

老 人 保 健 特 別 会 計  

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 事 業 特 別 会 計  

田 原 用 水 特 別 会 計  

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計  

土 地 取 得 特 別 会 計  

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計  

特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計  

　計 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ・ 事 業 勘 定  

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計・直 営 診 療 施 設 勘 定  

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計  

簡 易 水 道 特 別 会 計 ・ 城 南 簡 易 水 道  

簡 易 水 道 特 別 会 計 ・ 仁 堀 簡 易 水 道  

簡 易 水 道 特 別 会 計 ・ 是 里 簡 易 水 道  

簡 易 水 道 特 別 会 計・佐 伯 北 南 部 簡 易 水 道  

簡 易 水 道 特 別 会 計 ・ 簡 易 水 道 管 理  

下水道事業特別会計・特定環境保全公共下水道事業 

下 水 道 事 業 特 別 会 計・農 業 集 落 排 水 事 業  

財 産 区 特 別 会 計 ・ 周 匝 財 産 区  

財 産 区 特 別 会 計 ・ 山 方 財 産 区  

財 産 区 特 別 会 計 ・ 佐 伯 北 財 産 区  

土 地 取 得 特 別 会 計  

宅 地 開 発 事 業 特 別 会 計  

竜 天 オ ー ト キ ャ ン プ 場 特 別 会 計  

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計  

　計 

168,087 

177,680 

94,947 

1,197 

1,289 

58,036 

501,236 

34,515 

63,344 

34,188 

1,888 

133,935 

59,535 

35,629 

1,205 

71,236 

1,440 

353 

3,507 

317 

10,750 

26,711 

210,683 

52,355 

10,919 

90,196 

53,150 

324 

10,187 

11,430 

1,093 

1,252 

2,242 

32,065 

2,030 

129 

461 

115 

4,811 

1,396 

1,728 

659 

276,542

159,740 

167,508 

94,561 

519 

1,289 

164,701 

588,318 

32,587 

62,659 

32,032 

0 

127,278 

59,271 

31,159 

1,134 

68,600 

1,411 

291 

1,913 

0 

10,206 

31,136 

205,121 

49,286 

8,978 

89,793 

53,729 

273 

7,282 

8,449 

694 

709 

1,535 

34,610 

16,354 

35 

340 

42 

3,828 

686 

1,315 

600 

278,538

8,347 

10,172 

386 

678 

0 

△ 106,665 

△ 87,082 

1,928 

685 

2,156 

1,888 

6,657 

264 

4,470 

71 

2,636 

29 

62 

1,594 

317 

544 

△ 4,425 

5,562 

3,069 

1,941 

403 

△ 579 

51 

2,905 

2,981 

399 

543 

707 

△ 2,545 

△ 14,324 

94 

121 

73 

983 

710 

413 

59 

△ 1,996

会　　　　　計　　　　　名 歳入決算額 歳出決算額 差　　引※ 

山
　
陽
　
町 

赤
　
坂
　
町 

熊
　
　
山
　
　
町 

吉
　
　
　
井
　
　
　
町 

■平成１６年度 旧町特別会計別決算収支一覧表 
　（平成１６年４月１日から平成１７年３月６日） （単位：万円） 

※差引の額が△の場合、この不足額は合併の事由により生じた債務のため一時借入金により流用しました。 
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大池分譲宅地・中河内分譲宅地 

にぼりグリーンタウン 

安岡住宅団地 宅地分譲 

小原住宅用地 分譲 

区画数 面　積 分譲価格 ７（残り数） ２８１g～ ５９６万円～ 

環境等 ●赤磐市吉井支所、小学校、中学校、保育園、郵便局、銀行、駐
　在所、消防署、バス停…すべて約１ｋｍ 
●美作岡山道路（無料）吉井ＩＣ（予定）まで約４ｋｍ 

区画数 面　積 分譲価格 １７（残り数） ３１２g～ ４４９万円～ 

環境等 ●赤磐市仁堀出張所、小学校、中学校バス停、農協、保育園、郵
　便局、駐在所、バス停…すべて約５００ｍ以内 
●美作岡山道路（無料）吉井ＩＣ（予定）まで約６ｋｍ 

区画数 面　積 分譲価格 ２２（残り数） ２１８g～ ５５２.６万円～ 

環境等 ●小学校、保育園、郵便局、駐在所、医療機関、農協、バス停…
　すべて約７００ｍ以内 
●高速道路・山陽ＩＣまで約９ｋｍ 

区画数 面　積 分譲価格 １（残り数） ４０１g 坪単価 １１万円 

環境等 ●小学校、保育園、郵便局、駐在所、医療機関、農協、バス停…
　すべて約３００ｍ以内、 
●高速道路・山陽ＩＣまで約９ｋｍ 
（約１２１坪ですが、区画の分割相談に応じます。） 

※大池分譲宅地、中河内分譲宅地、にぼりグリーンタウンの詳細については、吉井支所管理課（1０８６９－５４－１１１１）まで。 
※安岡住宅団地宅地分譲、小原住宅用地分譲の詳細については、赤坂支所管理課（1０８６９－５７－２２２６）まで。 

  

第
二
回
行
財
政
改
革
審
議
会 

　
十
二
月
二
十
一
日
（
水
）
に
開
催
し
た

会
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

○
赤
磐
市
行
財
政
改
革
大
綱
原
案
に
つ
い

　
て
審
議 

   

第
二
回
ま
ち
づ
く
り
審
議
会 

　
十
二
月
二
十
六
日
（
月
）
に
開
催
し
た

会
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

○
赤
磐
市
総
合
計
画
基
本
構
想
原
案
に
つ

　
い
て
審
議 

※
い
ず
れ
の
審
議
会
も
、
会
議
録
を
ご
覧

　
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
庁
企

　
画
課
に
お
い
で
い
た
だ
く
ほ
か
、
赤
磐

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

　
け
ま
す
。 

   

異
動
（
一
月
一
日
付
け
） 

（
　
）
内
は
旧
任 

¡

奥
田
智
明
　
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
長

　
兼
吉
井
支
所
国
体
推
進
室
長
兼
国
体
係

　
長
事
務
取
扱
（
吉
井
支
所
国
体
推
進
室

　
長
兼
国
体
係
長
事
務
取
扱
） 

¡

重
松
義
巳
　
教
育
委
員
会
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
（
吉
井
支
所
健
康

　
福
祉
課
長
） 

退
職
（
十
二
月
三
十
一
日
付
け
） 

¡

若
林
富
佐
子
　
市
立
熊
山
病
院
看
護
師 

行
財
政
改
革 

ま
ち
づ
く
り 

市
役
所
の
人
事 

吉井支所 

仁堀出張所 

熊山IC

熊山駅 

吉井IC

山陽IC

赤坂支所 

赤磐市役所 

熊山支所 

大池分譲宅地 
中河内 
分譲宅地 

安岡住宅団地 
宅地分譲 

小原住宅用地 
分譲 

にぼり 
グリーンタウン 

県
道
岡
山
・
吉
井
潜 

美
作
・
岡
山
道
路（
無
料
） 

　
　
　
　
〈
近
日
一
部
開
通
〉 

国道３７４号線 

赤磐市の宅地分譲のご案内です。ぜひご検討ください。 
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平
成
十
七
年
度
優
良
消
防 

団
員
表
彰
受
章
者 〈
敬
称
略
〉 

力
強
く
厳
か
に

力
強
く
厳
か
に 
力
強
く
厳
か
に

力
強
く
厳
か
に 
力
強
く
厳
か
に 

赤
磐
市
消
防
団
初
出
式 

    

岡
山
県
知
事
表
彰 

◇
功
労
章 

【
副
団
長
】 

　
井
上
　
恭
位 

◇
永
年
勤
続
功
労
章 

【
吉
井
方
面
隊
　
副
方
面
隊
長
】 

　
北
山
　
　
徹 

財
団
法
人
岡
山
県
消
防
協
会
表
彰 

◇
功
労
章 

【
赤
坂
方
面
隊
　
副
方
面
隊
長
】 

　
橋
本
　
重
信 

【
熊
山
方
面
隊
　
指
導
部
長
】 

　
岡
本
　
勝
己 

【
吉
井
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
有
馬
　
幸
一 

◇
表
彰
章 

【
山
陽
方
面
隊
　
指
導
部
長
】 

　
藤
原
　
忠
司 

【
山
陽
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
前
田
　
正
之
／
小
坂
真
佐
之 

【
赤
坂
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
岡
本
　
　
学
／
古
本
　
浩
之 

　
羽
原
　
敬
一 

【
熊
山
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
武
本
　
昌
也
／
宗
延
　
　
智 

　
暮
地
岩
　
許 

【
吉
井
方
面
隊
　
機
動
部
長
】 

　
安
本
　
典
生 

【
吉
井
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
藤
原
　
信
昭 

【
吉
井
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
中
務
　
浩
行 

◇
青
年
章 

【
山
陽
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
坪
井
　
克
樹 

【
赤
坂
方
面
隊
　
団
員
】 

　
赤
田
　
光
一 

【
熊
山
方
面
隊
　
機
動
部
長
】 

　
西
崎
　
雅
彦 

◇
精
勤
章 

【
山
陽
方
面
隊
　
副
方
面
隊
長
】 

　
尾
上
　
文
博 

【
山
陽
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
景
田
　
保
政 

【
山
陽
方
面
隊
　
団
員
】 

　
青
井
　
信
幸
／
鶴
見
　
弘
司 

　
国
末
　
　
誠
／
小
坂
　
恒
夫 

【
赤
坂
方
面
隊
　
指
導
部
長
】 

　
羽
原
　
　
功 

【
赤
坂
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
石
本
　
豊
彦 

【
赤
坂
方
面
隊
　
部
長
】 

　
佐
々
木
泰
彦 

【
赤
坂
方
面
隊
　
団
員
】 

　
花
房
　
　
寛
／
赤
木
　
時
三 

　
題
府
　
一
郎
／
孝
子
　
　
誠 

【
熊
山
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
岡
崎
　
　
悟 

【
熊
山
方
面
隊
　
部
長
】 

　
村
田
　
倫
紀 

【
熊
山
方
面
隊
　
団
員
】 

　
大
橋
　
　
保
／
當
瀬
　
治
男 

　
山
本
　
　
寛
／
藤
原
　
崇
志 

【
吉
井
方
面
隊
　
部
長
】 

　
服
部
　
利
通 

【
吉
井
方
面
隊
　
班
長
】 

　
南
石
　
恒
夫
／
菅
　
　
信
雄 

【
吉
井
方
面
隊
　
団
員
】 

　
長
尾
　
啓
司 

備
前
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
表
彰 

◇
会
長
表
彰 

【
山
陽
方
面
隊
　
機
動
部
長
】 

　
元
宗
　
昭
二 

【
山
陽
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
杉
原
　
洋
二 

【
赤
坂
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
森
　
　
庄
朗 

【
赤
坂
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
大
林
　
裕
和 

【
熊
山
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
武
内
　
輝
昭
／
新
田
　
靖
男 

【
吉
井
方
面
隊
　
指
導
部
長
】 

　
中
田
　
浩
二 

【
吉
井
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
火
野
口
　
薫
　 

◇
市
長
表
彰 

【
山
陽
方
面
隊
　
部
長
】 

　
植
田
　
周
作 

【
山
陽
方
面
隊
　
団
員
】 

　
黒
木
　
将
視
／
大
森
　
啓
司 

　
友
実
　
浩
史
／
拝
郷
　
紀
行 

【
赤
坂
方
面
隊
　
部
長
】 

　
山
岡
　
和
樹 

【
赤
坂
方
面
隊
　
班
長
】 

　
佐
倉
　
　
実
／
井
上
日
出
夫 

　
門
野
　
　
一 

【
赤
坂
方
面
隊
　
団
員
】 

　
福
島
　
　
滋
／
岸
本
　
久
雄 

　
石
原
　
敏
夫
／
難
波
　
明
則 

【
熊
山
方
面
隊
　
部
長
】 

　
青
木
　
　
茂 

【
吉
井
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
本
荘
　
　
潮
／
利
広
　
松
一 

【
吉
井
方
面
隊
　
班
長
】 

　
安
光
　
博
重
／
延
原
　
章
雄 

　
景
山
　
典
一
／
三
宅
　
正
道 

　
高
原
　
直
樹 

【
吉
井
方
面
隊
　
団
員
】 

　
安
藤
　
伸
一
／
直
原
　
正
明 

　
山
本
　
幸
弘 

◇
団
長
表
彰 

【
山
陽
方
面
隊
　
部
長
】 

　
　
池
本
　
哲
也
／
皿
井
　
祐
也 

　
　
小
坂
　
征
司 

【
山
陽
方
面
隊
　
団
員
】 

　
伴
　
　
充
弘
／
井
本
　
裕
之 

　
岩
本
　
邦
彦
／
塩
見
　
康
樹 

　
藤
原
　
剛
司
／
山
本
　
竜
吾 

【
赤
坂
方
面
隊
　
部
長
】 

　
常
安
　
里
志 

【
赤
坂
方
面
隊
　
班
長
】 

　
松
岡
　
裕
之
／
佐
倉
　
　
実 

　
藤
原
　
弘
平 

【
赤
坂
方
面
隊
　
団
員
】 

　
黒
澤
　
恒
雄
／
花
房
　
　
寛 

　
常
安
　
伸
一
／
花
房
　
　
渉 

　
遠
藤
　
孝
志
／
戸
川
　
幸
紀 

【
熊
山
方
面
隊
　
班
長
】 

　
松
田
　
典
久
／
田
渕
　
浩
二
　 

　
実
盛
　
知
義 

【
熊
山
方
面
隊
　
団
員
】 

　
小
野
田
　
誠
／
岡
野
　
哲
浩 

　
西
山
　
浩
一
／
藤
原
　
崇
志 

　
野
上
　
　
純
／
青
木
　
　
喬 

　
浅
野
　
浩
昭 

【
吉
井
方
面
隊
　
班
長
】 

　
荒
島
　
成
利
／
吉
原
　
健
二 

【
吉
井
方
面
隊
　
団
員
】 

　
佐
藤
　
正
隆
／
本
城
　
　
勤 

　
森
広
　
大
輔 

 

　
赤
磐
市
消
防
団
の
初
出
式
が
一
月
十
五
日
（
日
）
山
陽
ふ
れ
あ
い
公

園
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
市
に
な
っ
て
は
じ
め
て
の
初
出
式
と
あ
っ
て
各
方
面
隊
の

団
員
千
百
四
十
三
人
の
う
ち
代
表
者
約
六
百
人
が
勢
ぞ
ろ
い
し
厳
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 
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『疲れ』をそのままに 
　　　　していませんか？ 

シリーズ

介
護
 １０ 

 四
月
か
ら
「
介
護
予
防
プ
ラ
ン
」
が
始
ま
り
ま
す
！
 

　
何
か
と
忙
し
く
、日
常
的
に
「
疲
れ
て
い

る
」
人
が
多
い
と
い
わ
れ
る
現
代
社
会
。
疲

れ
に
は
肉
体
的
な
疲
れ
と
精
神
的
な
疲

れ
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
ど
ん

な
と
き
に
「
疲
れ
て
い
る
な
」
と
感
じ
る
か

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
体
が
だ
る
い
」
が
一
番

多
く
、次
に
「
何
も
気
力
が
わ
か
な
い
と
き
」

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
心
と
体
は
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
か
ら
、体
の
疲
れ
が
心
の
ス
ト
レ

ス
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

逆
に
心
が
疲
れ
て
い
る
た
め
に
体
が
だ
る

く
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

　
さ
て
、い
つ
も
「
疲
れ
」
を
感
じ
た
ら
ど

う
し
て
い
ま
す
か
。
疲
れ
る
の
は
当
た
り
前

と
思
っ
て
放
置
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
疲
れ
た
と
思
っ
た
ら
ま
ず
、無
理
を
せ
ず

休
み
ま
し
ょ
う
。
夜
は
睡
眠
を
し
っ
か
り
と

り
、生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
い
る
な
ら
元
に

戻
す
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
栄
養
補
給

も
大
事
で
す
。バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

き
ち
ん
と
取
り
、体
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
き
ち
ん
と
補
給
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
人
に
よ
っ
て
疲
れ
・
ス
ト
レ
ス
の
解
消
法

は
異
な
り
ま
す
が
、『
休
養
』
と『
栄
養
』は

誰
に
と
っ
て
も
基
本
で
す
。 

　
疲
れ
が
た
ま
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の

原
因
に
な
り
ま
す
し
、老
化
の
ス
ピ
ー
ド
を

速
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。「
疲
れ
た
な
」

は
、そ
う
な
る
前
の
体
か
ら
の
健
康
の
シ
グ

ナ
ル
な
の
で
す
。「
疲
労
」
は
「
過
労
」
に
な

る
前
に
、そ
の
日
の
う
ち
に
解
消
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。 

　
今
回
は
、質
の
高
い
睡
眠
と
入
浴
に
つ
い

て
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
。
効
果
的
な

睡
眠
と
入
浴
で
疲
れ
を
癒
し
ま
し
ょ
う
。 

（
保
健
福
祉
課
　
健
康
指
導
係
） 

　
四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度

の
改
正
に
よ
り
新
し
い
認
定

区
分
が
で
き
、今
ま
で
の
「
要

支
援
、要
介
護
１
〜
５
」
の
区

分
を
四
月
か
ら「
要
支
援
１
、２
、

要
介
護
１
〜
５
」
の
区
分
と
な

り
ま
す
。 

　
そ
し
て
「
要
支
援
」
の
人
は

「
要
介
護
」
と
な
ら
な
い
よ
う

に「
予
防
プ
ラ
ン
」
を
、新
し
く

で
き
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
作

成
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、今
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
し
て
い
る
事
業
所
で

予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
が
で
き
、

ご
本
人
が
引
き
続
き
頼
み
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、今

ま
で
と
変
わ
る
こ
と
な
く
毎

月
の
プ
ラ
ン
を
届
け
て
も
ら
え

ま
す
。
今
ま
で
と
違
う
の
は
民

間
の
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
と
ご
本
人
が
初
め
に
た
て

た
目
標
や
計
画
を
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
確

認
し
一
定
期
間
（
お
お
む
ね
六

カ
月
程
度
）ご
と
に
計
画
の
評

価
を
行
っ
て
自
立
支
援
を
進
め

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
こ
れ
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
介
護
保
険

に
認
定
さ
れ
る
前
の
虚
弱
な

人
の
予
防
プ
ラ
ン
を
作
り
、介

護
保
険
の
要
支
援
認
定
者
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
介
護
予

防
を
進
め
る
と
い
う
、新
し
い

介
護
保
険
改
正
の
試
み
の
一

環
で
、虚
弱
な
人
か
ら
要
支
援

の
人
ま
で
を
継
続
的
に
支
援

す
る
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
で

き
た
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

要
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
予

防
の
観
点
が
加
わ
り
自
立
支

援
を
勧
め
る
メ
ニ
ュ
ー
が
入
り

ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
今
ま
で

ど
お
り
家
に
伺
っ
て
ご
本
人
や

ご
家
族
と
相
談
し
な
が
ら
進

め
ま
す
の
で
、何
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、四
月
以
降
初
め
て
介

護
保
険
の
申
請
を
さ
れ
る
人

は
こ
の
新
し
い
判
定
区
分
を

使
い
ま
す
。
す
で
に
認
定
さ
れ

て
い
る
人
は
次
の「
更
新
認
定
」

の
期
限
ま
で
は
今
ま
で
ど
お
り

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
次
回
は
新
し
く
で
き
る
「
虚

弱
な
人
」
の
介
護
予
防
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。 

（
保
健
福
祉
課
　
介
護
支
援
係
） 

 

力
強
く
厳
か
に 

力
強
く
厳
か
に 

入　　　　　浴 睡眠・快眠を得るためのポイント 

●起床時間を決めて、早
　起きする。 
●起床したら、明るい日ざ
　しを浴びる。 
●しっかり朝食をとる。 

●睡眠不足を感じたら無
　理をせず短時間の仮眠
　をとる。 
●ストレッチ体操など、軽
　く体を動かす。 

●午後９時前には夕食を終える。 
●ぬるめの湯にゆっくり入浴。 
●音楽鑑賞や読書、ストレッチ
　体操などでリラックスする。 
●午前０時前には就寝する。 

●疲れを癒す「低温浴」 
　　疲れをとるには、体温に近い３６～３９℃くらいのぬるめ
　のお湯にゆっくりつかると効果的。みぞおちのあたりまで
　つかる「半身浴」でもOK。 

●神経スッキリ「高温浴」 
　　朝起きた後など、頭をシャキッとさせたいときには、高
　温浴を。４０～４２℃の熱
　めのお湯にさっとつか
　るかシャワーを浴びる
　と心身がスッキリする。 

　※高血圧ぎみのひとは 
　　注意しましょう。 

昼 夜 朝 

!0
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◇日　　　時 
◆場 　 　 所  
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　自然大好き人間あつまれ！山道を歩きながら出会った鳥
や虫を観察してみよう。 

ドキドキ講座／自然観察会 

2月25日（土）　9：00～12：00 
赤磐市奥吉原地内 
30人 
無　料 
2月10日（金）まで 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360

熊山公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
 
◆会場・問い合わせ先 

　公民館グループの一年間の活動成果を発表します。 
　皆さん、見に来てくださいね。 
 

『西山公民館まつり･ 
  山陽公民館まつり』のお知らせ 

3月4日（土）　10：00～16：00 
創作作品展示発表・茶席（煎茶） 
3月5日（日）　10：00～14：30 
舞台発表 
赤磐市立山陽公民館 
10869-55-9777

◇日　　　時 
 
 
◆会場・問い合わせ先 

3月19日（日）に開催します。 
詳しくは、広報あかいわ3月号 
でお知らせします。 
赤磐市立西山公民館 
10869-55-0777

公民館グループ 

◇日　　　時 
 
◆講　　　師 
◇内 　 　 容 
◆対 　 　 象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 し 込 み  
◆会場・問い合わせ先 

歴史講座 
2月8日（水）　13：30～15：00 
赤磐市文化財保護委員 
吉房　信夫　氏 
講演「熊山石積遺構の謎にせまる」 
一　般 
な　し 
無　料 
不要（直接会場にお越しください） 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360

熊山公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆講　　　師 
◇内 　 　 容 
 
 
◆対 　 　 象 
◇定 　 　 員 
◆参　加　費 
◇申 し 込 み  
◆会場・問い合わせ先 

　光るパネルシアターや大型絵本、工作など楽しいことが
いっぱいあるよ。おうちの人やお友達を誘って遊びに来てね。 

こどものひろば 

2月25日（土）　10：00～11：30 
公民館グループ「ぐりとぐら」 
絵本の読み聞かせ、光るパネルシアター
「アナンシと五」、大型絵本「三匹のこ
ぶた」、紙芝居、工作など 
幼児～小学校低学年 
な　し 
無　料 
不要（直接会場にお越しください） 
赤磐市立西山公民館　10869-55-0777

西山公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆対 　 　 象 
◇定 　 　 員 
◆入　場　料 
 
 
 
◇会場・問い合わせ先 

講演会　東海林のり子の『幸せのかたち』 
3月10日（金）　18：30～20：30 
一　般 
350人 
500円（2月13日（月）から販売します） 
吉井公民館または仁堀出張所で入場券
をお求めください。定員になり次第締め
切らせていただきます。 
赤磐市立吉井公民館　10869-54-1379 
 

吉井公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
◆対 　 　 象 
◇定 　 　 員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
 
◆会場・問い合わせ先 

　伝統的な和紙を使ったちぎり絵をいっしょに楽しみませ
んか。 

和紙ちぎり絵教室 

q2月18日（土） 13：30～15：30（吉井会館） 
w3月18日（土） 13：30～15：30（仁美農村 
　振興センター） 
一　般 
20人 
2,000円（材料代を含む） 
q2月6日（月）～2月15日（水） 
w2月6日（月）～3月6日（月） 
赤磐市立吉井公民館　10869-54-1379 
 

吉井公民館主催講座 

 

★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

★山陽（団地）公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

●講師プロフィール 
　1934年生まれ。埼玉県浦和市出身。立教大学文
学部英米文学科卒。57年ニッポン放送入社。音楽
番組のＤＪ、ニュースショーのアシスタントなどをつとめ
る。79年に「３時のあなた」の事件リポーターに。88年、
番組終了とともに「おはよう！ナイスディ」のレギュラーに。
他に事件リポートをパロディーにした「いただきます」、
ロックバンドの追っかけリポートで若者の支持を得る。 

［山陽公民館まつり］ 

［西山公民館まつり］ 
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第
三
十
二
回
山
陽
地
区
・ 

地
域
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集
！ 

 

第
一
回
赤
磐
市
親
善
卓
球 

大
会（
ダ
ブ
ル
ス
の
部
）結
果 

 

赤
磐
市
体
育
協
会
設
立
！ 

 

   

　
十
二
月
四
日
、
山
陽
ふ
れ
あ
い

公
園
体
育
館
を
会
場
に
、
一
般
の
部
、

小
・
中
学
生
の
部
に
合
わ
せ
て
八

十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◇
一
般
男
子
の
部 

　
（
二
十
五
チ
ー
ム
参
加
） 

¡

優
　
勝
　
原
瀬
・
多
田 

　
　
　
　
　
（
総
社
卓
翔
会
） 

¡

準
優
勝
　
石
井
・
森 

　
　
　
　
　
（
総
社
卓
翔
会
） 

¡

第
三
位
　
木
村
・
郡
山 

　
　
　
　
　
（
瀬
戸
内
卓
球
） 

　
　
　
　
　
大
坪
・
林 

　
　
　
　
　
（
総
社
卓
翔
会
） 

¡

敗
者
復
活
の
部
（
三
・
四
・
五

　
位
グ
ル
ー
プ
）
優
勝
…
山
崎
・

　
高
村
（
芥
子
山
ク
ラ
ブ
） 

 

◇
一
般
女
子
の
部 

　
（
四
十
一
チ
ー
ム
参
加
） 

¡

優
　
勝
　
池
本
・
池
本 

　
　
　
　
　
（
山
陽
卓
親
） 

¡

準
優
勝
　
北
原
・
溝
口 

　
　
　
　
　
（
め
だ
か
） 

¡

第
三
位
　
坂
本
・
大
塚 

　
　
　
　
　
（
ぴ
ー
ち
く
） 

　
　
　
　
　
地
引
・
岡 

　
　
　
　
　
（
ぴ
ー
ち
く
） 

¡

敗
者
復
活
の
部
（
三
・
四
位
グ

　
ル
―
プ
）
優
勝
…
出
射
・
高
原
（
ラ

　
ッ
キ
ー
ズ
） 

 

◇
小
・
中
学
生
の
部 

　
（
十
八
チ
ー
ム
参
加
） 

¡
優
　
勝
　
水
田
・
小
野
田 

　
　
　
　
　
（
チ
ー
ム
西
大
寺
） 

¡

準
優
勝
　
池
上
・
片
山 

　
　
　
　
　
（
磐
梨
中
） 

¡

第
三
位
　
地
崎
・
地
崎 

　
　
　
　
　
（
山
陽
卓
親
） 

　
　
　
　
　
二
株
・
高
木 

　
　
　
　
　
（
山
陽
卓
親
） 

¡

敗
者
復
活
の
部
（
三
・
四
・
五

　
位
グ
ル
ー
プ
）
優
勝
…
高
村
・

　
片
岡
（
新
芳
ク
ラ
ブ
） 

      【
日
　
時
】
三
月
十
九
日
（
日
） 

¡

受
付
　
午
前
九
時
〜 

¡

開
会
　
午
前
九
時
二
十
分 

【
場
　
所
】 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館 

【
参
加
資
格
】 

　
中
学
生
以
上
で
、
旧
山
陽
町
内

に
在
住
の
人 

【
チ
ー
ム
編
成
】 

　
九
人
制
で
女
性
が
常
時
五
人
以

上
コ
ー
ト
内
に
い
る
こ
と
。
編
成

は
同
一
地
区
・
町
内
会
を
基
本
と

し
ま
す
が
、
近
隣
地
区
・
町
内
会

で
の
編
成
も
可
。 

【
参
加
費
】 

　
千
円
（
当
日
集
金
） 

【
申
込
期
限
】 

　
三
月
三
日
（
金
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内 

　
体
育
協
会
事
務
局 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
３
８ 

     

　
十
二
月
二
十
日
、
旧
四
町
の
体

育
協
会
組
織
を
統
合
し
、
赤
磐
市

体
育
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
新
協
会
と
し
て
の
本
格
的
な
活

動
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
に
な

り
ま
す
が
、
今
後
、
赤
磐
市
に
お

け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
、

市
民
の
体
力
向
上
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
数
々
の
事
業
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
協
会
活

動
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
役
員
、
種
目
別
協
会
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
役
　
員
】 

¡

会
　
長
　
安
東
　
憲
太
郎 

¡

副
会
長
　
生
本
　
純
一 

　
　
　
　
　
難
波
　
貢 

　
　
　
　
　
大
橋
　
保 

¡

理
事
長
　
久
山
　
操 

【
種
目
別
協
会（
二
十
五
協
会
）】 

¡

軟
式
野
球
　¡

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

¡

陸
上
競
技
　¡

テ
ニ
ス 

¡

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　¡

卓
球 

¡

剣
道
　¡

柔
道
　¡

野
外
活
動 

¡

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　¡

射
撃 

¡

ゴ
ル
フ
　¡

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

¡

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

¡

サ
ッ
カ
ー
　¡

太
極
拳 

¡

綱
引
き
　¡

ス
キ
ー 

¡

合
気
道
　¡

少
林
寺
拳
法 

¡

ペ
タ
ン
ク
　¡

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

¡

歩
く
会
　¡

ビ
リ
ヤ
ー
ド 

¡

ホ
ッ
ケ
ー 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内 

　
体
育
協
会
事
務
局 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
３
８ 
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 

図書館おたのしみ会『おはなしたまてばこ』 
　日　　時　2月4日（土）　午後2時～3時 
　場　　所　くまやまふれあいセンター 
　内　　容　昔懐かしい「紙芝居のおじちゃん」が自転車に乗ってやってきます。ほ
　　　　　　かにも絵本のよみきかせや紙芝居・わらべうたなど楽しい事がいっぱい。
　　　　　　みんなで来てね！！ 

おはなしの世界を楽しみましょう（第3回ボランティア養成講座） 
　日　　時　2月25日（土）　午後2時～3時30分 
　場　　所　赤磐市立熊山図書館 
　内　　容　絵本や物語などのおはなしには、不思議な世界・楽しい世界の他いろい
　　　　　　ろな世界があります。おはなしの世界を講師の先生の楽しい解説で旅し
　　　　　　てみませんか。 

●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、
祝日、月末整理日ほか 
（詳しくは、暮らしのカレン
ダーをご覧ください） 

※１人１０冊まで２週間借りられます。はじめて借りる人は、利用者カード発行の
　ため免許証・保険証など氏名・住所を確認できるものをお持ちください。 

※赤磐市内の図書館で借りた本は市内どこの図書館でも返却できます。 

3月4日（土）午前2時から 
赤磐市（一部地域を除く）などの市外局番が3桁に変わります。 
たとえば赤磐市役所は086-955-1111になります。 

赤磐市　旧山陽町………和田、穂崎の一部と馬屋を除く地域 
　　　　旧赤坂町………全域 
　　　　旧熊山町………徳富の一部に限る 
　　　　旧吉井町………全域 
 ※瀬戸町全域および久米郡美咲町、久米郡久米南町、和気郡佐伯町の 
　一部の地域も対象となります。 

¡地域内へは、新しい市内局番（９□□）からダイヤルしてください。 
¡地域外へは、いままでどおりダイヤルしてください。 
¡地域外から赤磐地域へはいままでどおりダイヤルしてください。 
 ※岡山市（旧灘崎町および旧御津町を除く）、倉敷市、都窪郡早島町と同じ 
　市外局番０８６になりますが、相互間の通話には引き続き市外局番から 
　ダイヤルが必要で、市外通話料金がかかります。 

問い合わせ先：本庁総務課　1０８６９-５５-４７７０ 

対  象 
地  域 

ダイヤル 
手  順 

2市外局番変更のお知らせ 

 

　2月21日（火）から25日（土）まで、蔵書点検のため休館させていただきます。 
　19日（日）、20日（月）は通常の休館日になります。 
　本の返却は図書館正面玄関前の返却ポストをご利用ください。（ビデオ・カ
セットのポスト返却はご遠慮ください。破損の原因になります。） 
　なお、2月5日から18日まで、図書の貸出冊数が無制限になります。 
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5

美泉　定山 
＜修験僧／黒本＞ 

郷土の 

物 人 
みいずみ じょうざん 

s
北
海
道
石
狩
州
札
幌
府
常
山
渓
温
泉 

　
真
景
之
図
・
明
治
五
年 

　
『
常
山
渓
温
泉
の
あ
ゆ
み
』よ
り 

 

は
り
う
す
 

美泉定山像 
写真：定山渓観光協会提供 

ゆ
も
り
 

き
わ
 

こ
ん
に
ち
 

　
美
泉
定
山
（
以
下
定
山
）
は
、

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
一
月

七
日
、
備
前
国
赤
坂
郡
黒
本
村
（
現

赤
磐
市
黒
本
）
の
円
通
山
妙
音

寺
繁
昌
院
、
僧
・
宮
崎
行
辧
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。 

　
定
山
の
幼
名
は
常
三
（
つ
ね

ぞ
う
）
と
思
わ
れ
、
十
七
歳
の

頃
に
寺
を
出
ま
す
。
後
に
高
野

山
に
て
修
業
し
、
奥
州
を
行
脚

し
ま
し
た
。
そ
の
足
跡
は
、
仙
台
、

出
羽
三
山
、
秋
田
路
と
続
き
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
嘉
永
六
年
（
一
八

五
三
）
定
山
四
十
八
歳
の
時
、

蝦
夷
地
（
現
北
海
道
）
に
渡
っ

た
の
で
し
た
。 

　
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）、
定

山
は
ア
イ
ヌ
の
若
者
二
人
に
案

内
さ
れ
、
小
樽
張
碓
村
か
ら
、

け
も
の
道
を
分
け
入
り
、
断
崖

を
通
り
、
険
し
い
山
越
え
を
し

て
湯
け
む
り
た
つ
源
泉
（
現
札

幌
市
南
区
定
山
溪
温
泉
）
に
つ

き
ま
し
た
。 

　
こ
の
時
か
ら
、
病
気
や
ケ
ガ

に
苦
し
む
人
々
を
救
う
た
め
、

定
山
に
よ
る
厳
し
い
温
泉
開
発

が
始
ま
り
ま
す
。 

　
温
泉
地
に
入
る
に
は
、
ま
ず
、

道
を
つ
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
橋
も
架
け
ね
ば
い
け
ま

せ
ん
。
明
治
に
な
り
、
定
山
は
、

開
拓
判
官
に
道
路
の
開
削
を
陳

情
し
た
り
、
自
ら
が
湯
守
に
任

じ
ら
れ
る
な
ど
孤
軍
奮
闘
し
ま
す
。 

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、
東

久
世
開
拓
使
長
官
は
定
山
の
温

泉
を
切
り
開
い
た
功
績
を
た
た
え
、

こ
の
地
を
「
常
山
溪
」（
※
こ
の

こ
ろ
は
常
山
を
名
の
る
）
と
命

名
し
た
の
で
し
た
。 

　
定
山
は
札
幌
で
托
鉢
を
す
る

な
ど
困
窮
を
窮
め
な
が
ら
、
山

道
を
拓
く
べ
く
努
め
ま
す
。
し

か
し
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）

十
一
月
、
七
十
二
歳
に
て
永
眠

し
ま
し
た
。 

　
定
山
没
後
、
定
山
溪
は
徐
々

に
整
備
が
進
め
ら
れ
、
大
正
七

年
（
一
九
一
八
）
に
は
、
定
山

溪
鉄
道
（
定
鉄
）
が
、
開
通
し
、

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
は
、

「
北
海
道
三
景
」
に
選
ば
れ
、
昭

和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
、

「
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
」
の
指
定

を
受
け
た
の
で
し
た
。 

　
一
方
、
定
山
の
故
郷
旧
吉
井

町
黒
本
で
は
平
成
八
年
（
一
九

九
六
）
、
「
定
山
坊
を
偲
ぶ
会
」

が
結
成
さ
れ
、
北
海
道
定
山
渓

温
泉
を
訪
ね
る
な
ど
、
定
山
へ

の
関
心
を
深
め
て
い
ま
す
。 

　
今
日
、
定
山
渓
温
泉
は
札
幌

の
奥
座
敷
（
札
幌
か
ら
約
四
十
分
）

と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、「
定
山
」
の
名
前
を
冠

し
た
名
称
は
、
定
山
渓
温
泉
を

は
じ
め
、
定
山
寺
、
定
山
渓
神
社
、

定
山
渓
小
学
校
、
定
山
渓
中
学
校
、

定
山
渓
ダ
ム
…
と
、
た
く
さ
ん

見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
定
山
渓

で
発
見
さ
れ
た
蝶
は
、
ジ
ョ
ウ

ザ
ン
シ
ジ
ミ
、
ジ
ョ
ウ
ザ
ン
ミ

ド
リ
シ
ジ
ミ
と
名
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）、

定
山
誕
生
二
百
年
を
迎
え
た
定

山
渓
温
泉
で
は
、
定

山
の
座
像
を
設
置
し

た
「
定
山
源
泉
公
園
」

を
造
り
、
当
時
の
森

を
再
現
し
、
湯
と
定

山
へ
感
謝
の
意
を
現

し
た
の
で
し
た
。 

　
ま
た
、
記
念
事
業

と
し
て
、
『
定
山
渓

温
泉
の
開
祖
美
泉
定

山
生
誕
二
百
年
記
念

定
山
渓
温
泉
の
あ
ゆ

み
』
、
絵
本
『
定
山

坊
の
夢
の
里
』
を
出

版
す
る
な
ど
、
定
山

を
顕
彰
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
活
発
な

活
動
を
し
て
い
る
定

山
渓
温
泉
観
光
協
会

関
係
者
は
、
定
山
の

命
日
、
十
一
月
四
日
に
あ
わ
せ
て
、

岡
山
県
、
赤
磐
市
、
繁
昌
院
な

ど
を
訪
ね
て
来
ら
れ
た
の
で
し
た
。 

（
山
陽
郷
土
資
料
館
・
高
畑
富
子
） 

●
参
考
文
献
『
定
山
渓
温
泉
の
あ
ゆ
み
』

他
 

●
ビ
デ
オ
「
謎
の
修
験
者
が
開
い
た

温
泉
郷
」 

は
ん
し
ょ
う
い
ん
 

こ
う
べ
ん
 

あ
ん
ぎ
ゃ
 

え
　
ぞ
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●山陽郷土資料館講座 
　9：00～「土器焼き」 
●おはなしたまてばこ 
　１４：００～（熊山図書館） 
●としょかんわくわくタイム 
　（１１日をのぞく毎週土曜日） 
　14：30～（中央図書館） 
●ブックんのおはなしかい 
　15：００～（赤坂図書館） 
●公開講座「かに座」 
　１８：００～２１：００（竜天天文台） 
 

●山陽郷土資料館講座 
　9：00～「土器焼き」 
●和紙ちぎり絵教室 
　１３：３０～１５：３０（吉井公民館） 
●えほん読み聞かせ会 
　14：００～15：００（赤坂図書館） 
●女性サークル「with」 
　10：００～12：００（吉井公民館） 

●よろず相談　10：00～12：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●無料法律相談　13：00～16：00 
　（産業会館2階ふるさと交流室） 
●おはなしのおへや 
　15：30～（熊山図書館） 
●グループ登録説明会 
　１３：３０～１５：３０（中央公民館） 

●おはなしのおへや 
　15：30～（熊山図書館） 
●よろず相談　13：00～15：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
 

●たんぽぽの会　１０：００～１１：００ 
　（赤坂公民館） 
●１歳６か月児健診 
　１３：００～１３：３０ 
　（山陽保健センター） 
●歴史講座　13：30～15：00 
　（熊山公民館） 

●乳児健診　１３：００～１３：３０ 
　（山陽保健センター） 

●２歳６か月児歯科健診 
　13：00～13：30 
　（山陽保健センター） 

●交通安全日 
●育児相談 
　対象：H17年4月・7月生 
　１０：００～１１：００（山陽保健センター） 
●人権・行政相談 
　１３：００～１６：００ 
　（本庁２階第１会議室） 

●合同相談　１３：００～１４：００受付 
　（仁美農村振興センター） 

●離乳食講習会　１０：００～１１：３０ 
　（熊山保健福祉総合センター） 

●えほんのじかん（毎週水曜日） 
　１１：００～（中央図書館） 
●グループ登録説明会 
　１３：３０～１５：３０（熊山公民館） 

●グループ登録説明会 
　１３：３０～１５：３０（赤坂公民館） 
●母親学級　9：３０～１２：00 
　（赤坂健康管理センター） 

●交通安全日 
●ドキドキ講座（自然観察会） 
　９：００～１２：００（熊山公民館） 
●こどものひろば 
　１０：００～１１：３０（西山公民館） 
●ブックんのおはなしかい 
　15：００～（赤坂図書館） 
●お笑い赤坂亭定例寄席 
　19：00～20：00（お笑い赤坂亭） 

●よろず相談　10：00～12：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●おはなしのおへや 
　１５：３０～（熊山図書館） 
●無料法律相談　１３：００～１６：００ 
　（山陽産業会館２階ふるさと交流室） 

●山陽公民館まつり 
　１０：００～１６：００（山陽公民館） 
●ブックんのおはなしかい 
　15：００～（赤坂図書館） 
 

火 水 木 金 土 

●たんぽぽの会　10：00～11：00 
　（赤坂公民館） 

●３歳児健診　１３：００～１３：３０ 
　（山陽保健センター） 
●年金相談　10：00～15：00  
　（本庁2階中会議室） 
 
 

●育児相談　10：00～11：00 
　（吉井保健センター） 

●育児相談　10：00～11：00 
　（赤坂健康管理センター） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） ◆図書館休館日（赤坂・熊山・吉井） 

◆図書館休館日（中央）２/２５まで 

 

Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

2月 

平成18年 ★2月の税・保険料を期限内に納めましょう 

　●介護保険料　６期（赤坂地域） 

　●介護保険料　９期（熊山・吉井地域） 

２月２８日まで 

建国記念の日 

◆図書館休館日（全館） 
［医］河田産婦人科 
　　1０８６９-５５-０２６４ 
［医］戸川医院 1０８６９-５７-２６１１ 

この日から市外局番
が3桁に変わります。 
　　（14ページ参照） 
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●人権・行政相談　10：00～15：00 
　（赤坂健康管理センター） 
●子育て講座　10：00～11：30 
　（山陽保健センター） 

●なかよしコンサート 
　14：00～16：00（赤坂公民館） 
●農業委員会委員選挙告示日 
　（立候補者届出受付 8：30～17：00  
　各選挙区） 

●第１０回朗読会「永瀬清子の詩の
　世界～自然に生きた生誕１００年
　の賛歌～」　14：00～16：30 
　（くまやまふれあいセンター） 
●講演会・三遊亭楽太郎の「笑い
　ある人生」　13：30～15：00 
　（中央公民館） 

5 6

12 13

19 20

26 27

日 月 

●おはなしおばちゃんの楽しい
　クッキング　10：00～ 
　（熊山図書館） 
●農業委員会委員選挙 
　（投票 7：00～20：00、開票 21：00～） 

［医］片山医院 1０８６-２２９-２１６６ 
［医］戸川クリニック 
　　1０８６９-５７-３０５７ 

［医］小坂内科医院 
　　1０８６９-５５-３３４４ 
［医］森医院 1０８６９-５７-２４００ 

◆図書館休館日（全館） 
［医］桜が丘クリニック 
　　1０８６９-５５-８０２５ 
［医］市立熊山病院 
　　1０８６９９-５-１２５１ 

［医］あかいわファミリークリニック 
　　1０８６９-５５-９２５１ 
［医］景山医院 1０８６９９-５-２２９９ 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

Sunday MondayM O N T H L Y  S C H E D U L E

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

　 

　 

　 

◯ 

◯ 

　 

　 

　 

　 

　 

◯ 

◯ 

　 

　 

　 

　 

　 

◯ 

◯ 

　 

　 

　 

　 

　 

◯ 

◯ 

　 

　 

　 

　 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯  

　 

◯ 

　 

　 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　　　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 
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☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 
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☆ 

☆ 

☆ 

☆ 
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☆ 
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★ 

　 

★ 

　 

　 

 

 

★ 

　 

 

 

 

 

山陽ふれあい公園 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

1 0869-54-23231 0869-55-4432

吉井B&G海洋センター 
屋内プール トレーニングルーム トレーニングルーム 

１０：００～ 
１２：００ 

１４：００～ 
１６：００ 

１８：３０～ 
２０：３０ 

９：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１７：００ 

初心者 
講　習 
実施日 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２２：００ 

○ 屋内プール一般開放　　　☆ トレーニングルーム開放 

2
月 

日 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上で初心者講習修了者に限りま
　す。初心者講習は★印に行っていま
　すが電話予約が必要です。 
　受講料４００円　再受講料３００円 

※日曜日開放時間　９:００～１１:００、 
　１１:３０～１３:３０、１４:００～１６:００ 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…４００円 
　　　　中学生以下…２００円 
 
 
●トレーニングルーム…３００円 ※トレーニングルームのご利用は高校

　生以上です。 

※１１月から３月までプールはお休
　みします。 

［利用料金］ 
●トレーニングルーム…１００円 

●農業委員会委員選挙立候補予
　定者説明会　13：30～ 
　（市役所大会議室） 
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　まもなく、平成１７年分所得税・平成１８年度市県民税（住民税）の申告が始まります。 
　市では、２１ページ掲載の「申告相談日程表」のとおり、申告相談を予定しています。 
　これらの申告相談会場を利用される人は、ご自分の地域の地区別指定日に、該当の会場へお越しください。 
　なお、住民税申告に限り、市役所本庁の税務課窓口でも受け付けます。こちらは、地区別指定がありませんの
で、ご都合の良い日にお越しください。 
　申告期間中は各会場とも大変混雑し、待ち時間も長くなります。申告書はできるだけ自分で作成して提出す
る『自書申告』をお願いします。自書申告をされる人は、本庁税務課窓口（申告相談を行っていない休日は、本庁
舎北側の職員通用口）に「申告書収受ポスト」を設置しますので、ご利用ください。 
　なお、申告書は郵送で提出することもできます。所得や控除の証明となる資料を添付し、確定申告書は瀬戸税
務署へ、住民税申告書は赤磐市役所税務課へお送りください。 

○青色申告をされる人、土地建物・株式等の譲渡所得のある人や、瀬戸税務署から別に案内のあった人は、瀬戸
　税務署で申告をしてください。より正確な申告をしていただくため、対象住民の皆さまにはご協力よろしくお
　願いします。 
○事業所得（営業、農業等）や不動産所得等を申告される人は、収支内訳書を事前に作成のうえ、申告会場へお
　越しください。収支内訳書のないときは、申告をお受けできない場合もありますので、必ず作成してお持ちく
　ださい。（※なお、申告相談会場で作成していただくこともありますので、電卓等のある人はお持ちください） 
○医療費控除を受けられる人は、支払った医療費の額および保険等で補てんされた額をあらかじめ計算してお
　いてください。 

所得税・住民税の申告期間 

2月16日（木）～3月15日（水） 2月16日（木）～3月15日（水） 

所得税・住民税  改正点にご注意ください！ 所得税・住民税  改正点にご注意ください！ 

○所得税は… ○市県民税は… 
瀬戸税務署個人課税部門 
〒７０９-０８６１ 赤磐郡瀬戸町瀬戸７０　1０８６９-５２-１１５５ 

赤磐市役所税務課市民税係 
〒７０９-０８９８ 赤磐市下市３４４　1０８６９-５５-０９５１ 

《問い合わせ先および郵送先》 

休日の相談日を1日設けていますので、平日ご都合の悪い人は 
ご利用ください。また、本年度から、旧赤坂町の今井公民館、旧吉井町の草生･黒本･仁軒屋･ 
小鎌上の各コミュニティハウスの5会場を廃止し、旧吉井町の布都美研修センターを 

布都美林間学校に変更しています。ご了承ください。 

　納税者が自ら所得金額や税額を計算し、それに基づいて申告・納付する
制度を「（自主）申告納税制度」といい、昭和２２年度の税制改正によって所
得税等に導入され、今日に至っています。 
　この制度が適正かつ円滑に運用されるためには、納税者が自分で正確な
記帳を行い、正確に所得金額を計算して、自らの責任において申告すると
いうことが大きな前提となります。 
　税務関係機関では、この考えに沿って、申告書や収支内訳書を納税者ご
自身の手で作成していただく『自書申告』の推進・定着に努めています。皆
さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。 広島国税局キャラクター 

広島　主税 くん 
ひろしま ち か ら  
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2月16日（木）～3月15日（水） 

所得税・住民税  改正点にご注意ください！ 所得税・住民税  改正点にご注意ください！ 所得税・住民税  改正点にご注意ください！ 

●所得税・住民税／共通 
▼老年者控除の廃止 
　　これまで老年者の人が受けることのできた、所得税で５０万円、住民税で４８万円の「老年者控除」が廃止と
　なります。（※老年者＝６５歳以上：昭和１６年１月１日以前に生まれた人） 
▼公的年金等控除額の改正 
　　公的年金等は次の式で算出されたものが雑所得となり、所得税・住民税ともに課税対象所得となります。 

　　　　◎公的年金等の雑所得＝公的年金等の総収入額－公的年金等控除額 

　　今回、この公的年金控除額が以下の速算表のとおり改正されました。 

▼妻の均等割の非課税措置全廃 
　　均等割の納税義務を負う夫と生計を同一にし、同じ市町村内に住所を有する妻の所得が一定金額（２０ペー
　ジ※参照）を超えた場合、平成１８年度から均等割が全額（４,５００円）課税されます。 
▼定率減税の１/２縮減 
　　平成１７年度まで、定率減税として、税額から所得割額の１５％（上限４万円）を控除していましたが、平成１８
　年度は、この定率減税が７.５％（上限２万円）に引き下げられることになりました。 
▼人的非課税範囲の見直し 
　　これまで、６５歳以上で前年所得金額が１２５万円以下の人は、住民税が非課税でしたが、この非課税措置が
　平成１８年度から廃止されます。 
　　ただし、平成１７年１月１日に６５歳に達していた人（昭和１５年１月２日以前に生まれた人）で、前年の所得金
　額が１２５万円以下の人には、次のような段階的経過措置があります。 

　　　◎（平成１８年度） １/３を課税　→　（平成１９年度） ２/３を課税　→　（平成２０年度） 全額課税 

＊公的年金等に係る雑所得金額の速算表＊ 

（旧）平成１６年分まで 
公的年金等の収入金額 Ａ 
 以 上 　　　  未 満 

６５
歳
未
満 

１３０万円未満 
１３０万円           ４１０万円 
４１０万円           ７７０万円 
７７０万円以上  

６５
歳
以
上 

２６０万円未満 
２６０万円　　　  ４６０万円 
４６０万円           ８２０万円 
８２０万円以上 

公的年金等に係る 
雑所得の金額 

Ａ－７０万円 
Ａ×７５％－３７.５万円 
Ａ×８５％－７８.５万円 
Ａ×９５％－１５５.５万円 
Ａ－１４０万円 
Ａ×７５％－７５万円 
Ａ×８５％－１２１万円 
Ａ×９５％－２０３万円 

（新）平成１７年分以降 
公的年金等の収入金額 Ａ 
 以 上 　　　  未 満 

６５
歳
未
満 

１３０万円未満 
１３０万円           ４１０万円 
４１０万円           ７７０万円 
７７０万円以上  

６５
歳
以
上 

３３０万円未満 
３３０万円           ４１０万円 
４１０万円           ７７０万円 
７７０万円以上 

公的年金等に係る 
雑所得の金額 

Ａ－７０万円 
Ａ×７５％－３７.５万円 
Ａ×８５％－７８.５万円 
Ａ×９５％－１５５.５万円 
Ａ－１２０万円 
Ａ×７５％－３７.５万円 
Ａ×８５％－７８.５万円 
Ａ×９５％－１５５.５万円 

●住民税のみ 

国税庁ホームページ 
(http://ｗｗｗ.nta.go.jp)の 

「確定申告作成コーナー」を利用して、 
所得税確定申告書等を作成できます。 

※広報１月号（１７ページ）中「人的非課税範囲の見直し」の項目には、説明内容に不十分なところがありました。お詫びいたします。 
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●事業所得や不動産所得などがある場合 

●給与所得者の場合 

平成１７年分の各種の所得金額の合計額から基礎
控除その他の所得控除を差し引き、その金額に基
づいて計算した税額から配当控除と定率減税を
差し引いて残額のある人 

・ 給与の収入金額が２,０００万円を超える人 

・ 給与や退職所得以外の所得が２０万円を超える人 

・ 給与を２か所以上からもらっている人 

　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・など 

市県民税（住民税） 所得税（確定申告） 

申
告
が
必
要
な
人 

●給与所得者は、通常の場合申告の必要はありません
　が、次のような人は申告をしなければなりません。 
q給与所得以外に、営業・農業・不動産・利子などの所
　得があり、それらの所得が２０万円までの人（２０万円
　を超えると所得税の確定申告が必要となります） 
w年の途中で退職した人や日給で働いている人など、
　給与の支払者から市へ給与支払報告書の提出がな
　かった人 

申
告
に
必
要
な
も
の 

●平成１８年１月１日現在、赤磐市に住んでいる人で、平
　成１７年中（平成１７年１月１日～１２月３１日）のすべて
　の所得金額が、〔２８万円×（控除対象配偶者＋扶養
　親族＋本人）＋１７万６千円〕を超えた人（ただし、本
　人のみの場合は２８万円を超えた人） 

※なお、所得税の確定申告をした人は、あらためて市県民税の申告をする必要はありません。 

☆印鑑（シャチハタは不可）と次のもの 

●申告書が送付されている人は、その申告書 
●給与、雑所得（公的年金や個人の定期年金など）、
　一時所得（生命保険の満期など）、配当所得など
　のある人は、源泉徴収票や支払調書の原本（コピ
　ー不可） 
●社会保険料控除を受ける人は、「国民年金保険料
　控除証明書」 （＊下記参照）や、国民健康保険税・
　任意継続の社会保険料・介護保険料などの領収
　書または支払った金額の分かるもの 
●生命保険料控除、損害保険料控除を受ける人は、
　支払保険料の証明書  

●医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領
　収書、保険などで補てんされた金額があればそ
　の明細書、寝たきりの人などのおむつ使用証明
　書など（＊控除額については事前に計算しておい
　てください） 
●寄付金控除を受ける人は、控除対象寄付金の受
　領証など 
●住宅借入金等特別控除を受ける人は、登記簿謄本、
　売買契約書の写し、住民票の写し、増改築等工事
　証明書、住宅取得資金に係る借入金の年末残高
　等証明書など 
◎税の還付を受ける人は、申告されるご本人の預
　金口座の分かるもの 

☆「国民年金保険料控除証明書」について☆ 
今回から、国民年金保険料を社会保険料控除に用いる場合は、納付したことを証明する書類を必ず添

付しなければならないことになりました。 

該当の人には、社会保険庁から「国民年金保険料控除証明書」が事前に送付されますので、必ずそれ

をお持ちください。お持ちでない場合は控除ができません。 

☆国保税・介護保険料にかかる申告について☆ 
国民健康保険に加入されている世帯、６５歳以上の人（介護保険第１号被保険者）のおられる世帯は、

国民健康保険税、介護保険料の算定のため、世帯員すべての人の申告が必要です。所得のない人も、

所得のないことを必ず申告してください。国民健康保険税につきましては、申告がなければ、減額に

該当する場合でもその適用を受けられませんので、ご注意ください。 

※ 
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3

6

7

8

9

10

13

14

15

2

3

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

高月公民館 

高月公民館 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

西山公民館 

西山公民館 

西山公民館 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

本庁（２階大会議室） 

山陽１～３丁目 

山陽４～７丁目 

馬屋・岩田 

和田・穂崎 

山陽１～７丁目 

長尾・立川 

河本・下市 

平日都合の悪い人 

桜が丘西１～５丁目 

桜が丘西６～１０丁目 

鴨前・斗有 

下仁保・西山団地・上仁保 

西中 

桜が丘西全域 

熊崎・南方・斎富 

沼田・中島 

日古木・二井・高屋 

上市・正崎・五日市 

尾谷・津崎・神田 

旧山陽町全地区 

旧山陽町全地区 

月 日 対象地区 会　　場 曜日 

16

17

20

21

22

23

24

26

27

28

1

2

3

6

7

8

9

10

13

14

15

2

3

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

英国庭園 

英国庭園 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

桜が丘いきいき交流センター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

くまやまふれあいセンター 

勢力・千躰 

奥吉原 

沢原・佐古 

殿谷・岡・酌田 

可真下 

可真上・野間 

桜が丘東１丁目 

平日都合の悪い人 

桜が丘東２丁目 

桜が丘東３丁目 

桜が丘東４丁目 

桜が丘東５丁目 

桜が丘東６丁目 

弥上・稗田・石蓮寺 

円光寺・吉原 

河田原・釣井 

徳富・小瀬木・松木 

小野田・豊田 

旧熊山町全地区 

旧熊山町全地区 

旧熊山町全地区 

月 日 対象地区 会　　場 曜日 

16

17

20

21

22

23

24

26

27

28

1

2

3

6

7

8

9

10

13

14

15

2

3

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

笹岡公民館 

笹岡公民館 

笹岡公民館 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

赤坂支所（２階大会議室） 

坂辺・下分 

惣分・大屋・大屋下・山手 

小原･奥小原･小原上･出屋 

西軽部 

東軽部 

町苅田 

東窪田 

平日都合の悪い人 

南佐古田・多賀 

北佐古田・今井 

由津里 

山口 

西窪田 

大苅田 

旧赤坂町全地区 

旧赤坂町全地区 

旧赤坂町全地区 

旧赤坂町全地区 

旧赤坂町全地区 

旧赤坂町全地区 

旧赤坂町全地区 

月 日 対象地区 会　　場 曜日 

16

17

20

21

22

23

24

26

27

28

1

2

3

6

7

8

9

10

13

14

15

2

3

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

是里多目的研修施設 

山方研修センター 

山方研修センター 

山方研修センター 

吉井支所（２階第１会議室） 

吉井支所（２階第１会議室） 

吉井支所（２階第１会議室） 

吉井支所（２階第１会議室） 

吉井支所（２階第１会議室） 

吉井支所（２階第１会議室） 

吉井支所（２階第１会議室） 

布都美林間学校 

布都美林間学校 

竜天くついし夢の里会館 

仁美農村振興センター 

仁美農村振興センター 

仁美農村振興センター 

仁美農村振興センター 

佐伯北研修センター 

佐伯北研修センター 

吉井支所（２階第１会議室） 

是里全域 

黒本 

黒沢 

滝山・中山（松ヶ峯を除く） 

河原屋・草生 

周匝（中之町） 

周匝（下之町）※税務署来所 

平日都合の悪い人 

周匝（中之町・下之町以外の方） 

中村 

福田 

小鎌中・小鎌上・西勢実 

合田･中畑･石上･小鎌下･広戸 

戸津野・中勢実 

塩木・平山 

仁堀東 

仁堀中 

仁堀西 

仁軒屋・石・八島田・暮田 

稲蒔･高田･光木･中山（松ヶ峯） 

旧吉井町全地区 

月 日 対象地区 会　　場 曜日 

【申告相談受付時間】午前９時～午後４時 
※高月公民館および西山公民館は、午前９時～午後３時 

●旧山陽町地域 
【申告相談受付時間】午前９時～午後４時 
●旧熊山町地域 

【申告相談受付時間】午前９時～午後４時 
●旧赤坂町地域 

【申告相談受付時間】午前９時～午後４時 
●旧吉井町地域 



           

日
　
時
　
二
月
二
十
八
日
（
火
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時 

場
　
所
　
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象
児
　
吉
井
地
域
の
乳
幼
児 

持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳 

内
　
容
　
身
体
計
測
、
育
児
相
談
、 

　
栄
養
相
談 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

    

日
　
時
　
三
月
一
日
（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時 

場
　
所 

　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

対
象
児
　
赤
坂
地
域
の
乳
幼
児 

持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳 

内
　
容
　
身
体
計
測
、
育
児
相
談
、 

　
栄
養
相
談 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

 

  

　
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
毎
日
が

忙
し
く
、
楽
し
い
な
が
ら
も
、
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
「
こ
れ
で
い

い
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
不
安
や
疑

問
に
思
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

一
人
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
育

児
仲
間
と
共
に
考
え
て
み
る
と
、

案
外
気
持
ち
が
軽
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

　
助
産
師
と
し
て
経
験
豊
富
な
講

師
を
交
え
て
、
一
緒
に
お
し
ゃ
べ

り
し
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時
　
二
月
二
十
日
（
月
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
ミ
ン
ト
ハ
ウ
ス
東
森 

　
東
森
二
三
子
先
生 

対
　
象
　
子
育
て
中
の
人 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
母
子
保
健
係 

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

    

　
初
心
者
で
も
簡
単
に
作
れ
る
料

理
を
実
習
し
ま
す
。 

日
　
時
　
二
月
十
四
日
（
火
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午 

場
　
所 

　
¡
中
央
公
民
館
調
理
室 

　
¡
笹
岡
公
民
館
調
理
室 

定
　
員
　
各
会
場
二
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾 

申
込
期
限
　
二
月
十
日
（
金
） 

申
し
込
み
先
　 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

      

　
四
月
一
日
か
ら
自
立
支
援
医
療

制
度
に
移
行
し
ま
す
。 

新
制
度
の
概
要 

q
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
、

　
五
％
か
ら
十
％
に
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
所
得
ま
た
は
疾
病
に

　
よ
り
月
額
が
決
ま
り
ま
す
。 

w
有
効
期
間
が
、
二
年
か
ら
一
年

　
に
な
り
ま
す
。 

　
継
続
し
て
通
院
医
療
費
公
費
負

　
担
制
度
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、

　
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
継
続
手

　
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

 

  

　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉
強

し
ま
す
。
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
二
月
十
六
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー
調
理
室
　 

対
象
者
　
四
カ
月
か
ら
一
歳
五
カ

　
月
児
の
保
護
者
（
託
児
有
） 

定
　
員
　
先
着
二
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
母
子
健
康
手
帳 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

  ¡

本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
母
子
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７ 

¡

赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡

熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡

吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
４
７ 

       

      

日
　
時
　
二
月
二
十
一
日
（
火
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
本
庁
二
階
　
中
会
議
室 

相
談
員
　
岡
山
社
会
保
険
事
務
所

　
年
金
専
門
官 

      

　
た
と
え
ば
、
保
険
料
を
平
成
十

七
年
度
の
額
で
計
算
し
て
み
る
と
、

一
年
分
を
口
座
振
替
早
割
制
度
で

前
納
す
る
と
三
千
四
百
二
十
円
、

六
カ
月
分
を
口
座
振
替
早
割
制
度

で
二
回
前
納
す
る
と
千
八
百
六
十

円
お
得
で
す
。
現
金
で
前
納
し
て

も
割
引
が
あ
り
ま
す
が
、
口
座
振

替
の
方
が
さ
ら
に
お
得
で
す
。
ま

た
、
毎
月
納
付
で
も
当
月
末
振
替

は
四
十
円
お
得
で
す
。 

　
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、

社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
口
座
を

お
持
ち
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
の

窓
口
で
手
続
き
（
申
込
用
紙
は
備

え
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
基
礎
年

金
番
号
の
記
入
が
必
要
で
す
の
で
、

●本庁代表 
　10869-55-1111 
●赤坂支所代表 
　10869-57-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　10869-54-1111
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健
康
福
祉 

国
保
・
年
金 

離
乳
食
講
習
会 

年
金
相
談 

吉
井
支
所
育
児
相
談 

赤
坂
支
所
育
児
相
談 

子
育
て
講
座 

精
神
障
害
者
通
院
医
療
費 

の
公
費
負
担
制
度
を
利
用 

さ
れ
て
い
る
人
へ 

男
性
料
理
教
室 

国
民
年
金
保
険
料
を 

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と 

お
得
で
す 



年
金
手
帳
や
納
付
書
で
基
礎
年
金

番
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

金
融
機
関
届
出
印
が
必
要
と
な
り

ま
す
）
を
行
っ
て
い
た
だ
く
か
、

申
込
用
紙
を
社
会
保
険
事
務
所
へ

郵
送
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
三

月
中
に
社
会
保
険
事
務
所
へ
の
事

前
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
金

融
機
関
・
郵
便
局
に
提
出
さ
れ
る

と
社
会
保
険
事
務
所
で
の
登
録
が

間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
直
接
社
会
保
険
事
務

所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
既
に
口
座
振
替
で
一
年

度
分
の
前
納
を
さ
れ
て
い
る
人
は
、

改
め
て
届
け
出
を
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
口
座
振
替
の
申
込
用
紙
は
、
社

会
保
険
事
務
所
な
ど
に
請
求
し
て

い
た
だ
く
ほ
か
、
社
会
保
険
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.sia.go.jp/ 

　
保
険
料
の
半
額
免
除
の
承
認
を

受
け
て
い
る
人
の
口
座
振
替
は
、

通
常
の
口
座
振
替
で
の
お
申
し
込

み
と
な
り
ま
す
。 

     

　
県
内
の
す
べ
て
の
社
会
保
険
事

務
所
と
岡
山
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
受
付
時
間
を
延
長
し
て
年

金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

q
毎
週
月
曜
日
は
受
付
時
間
を
午

　
後
七
時
ま
で
延
長 

w
休
日
（
毎
月
第
二
土
曜
日
）
も

　
年
金
相
談
を
実
施 

　
な
お
、
受
付
時
間
は
、
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。 

　
毎
週
月
曜
日
の
午
後
五
時
以
降

や
第
二
土
曜
日
の
年
金
相
談
は
、

平
日
昼
間
と
違
い
、
比
較
的
ゆ
っ

た
り
と
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

※
県
内
の
各
社
会
保
険
事
務
所
な

　
ど
の
年
金
相
談
窓
口
の
混
雑
状

　
況
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

　
な
れ
ま
す
。 

（h
ttp
://w

w
w
.sia.g

o.jp
/̃ok
a

yam
a/

） 

      

　
長
い
間
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て

退
職
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

を
受
け
ら
れ
る
人
と
、
そ
の
被
扶

養
者
は
七
十
五
歳
に
な
っ
て
老
人

保
健
法
の
適
用
を
受
け
る
ま
で
の

間
は
、
退
職
者
医
療
制
度
で
診
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

対
象
と
な
る
人 

　
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
と
そ
の
被
扶
養
者
。 

【
退
職
被
保
険
者
本
人
】 

¡

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
。 

¡

老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

　
い
な
い
人
。 

¡

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の

　
老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
者
で
、

　
そ
の
加
入
期
間
が
二
十
年
以
上
、

　
も
し
く
は
、
四
十
歳
以
降
十
年

　
以
上
あ
る
人
。 

【
被
扶
養
者（
扶
養
家
族
）】 

¡

退
職
被
保
険
者
と
生
活
を
共
に

　
し
、
主
に
退
職
被
保
険
者
の
収

　
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て

　
い
る
人
。 

¡

退
職
被
保
険
者
の
配
偶
者
と
子

　
な
ど
。 

¡

国
保
加
入
者
で
、
老
人
保
健
法

　
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人
。 

¡

年
収
が
百
三
十
万
円
（
六
十
歳

　
以
上
の
人
や
障
害
者
は
百
八
十

　
万
円
）
未
満
の
人
。 

【
退
職
被
保
険
者
の
届
出
】 

　
加
入
資
格
は
、
年
金
受
給
権
が

発
生
し
た
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま

す
。
年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、

次
の
も
の
を
持
参
し
て
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
年
金
証
書
を
す
で
に
お

持
ち
の
人
で
、
届
け
出
が
ま
だ
の

人
に
つ
い
て
も
同
様
の
も
の
を
持

っ
て
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

持
参
す
る
も
の 

¡

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証 

¡

年
金
証
書 

¡
認
め
印 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
３ 

¡
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
１ 

¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 

       

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

　
ら
れ
ま
す
。 

  

日
　
時
　
二
月
十
五
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
二
時 

場
　
　
所 

　
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
　
権
】
井
上
　
和
也 

　
【
心
配
ご
と
】
b
原
　
鈴
江 

　
【
行
　
　
政
】
杉
本
　
宗
義 

　
【
身
体
障
害
】
今
井
田
　
聰 

　
【
知
的
障
害
】
岡
本
　
孝
哉 

問
い
合
わ
せ
先 

　
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 

  

日
　
時 

¡
二
月
三
日
（
金
） 

　
午
前
十
〜
正
午 

¡
二
月
十
七
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

¡
三
月
三
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所 

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

¡
二
月
三
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
津
田
　
忠
彦 

　
【
人
　
　
権
】
中
川
　
　
翠 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美 

¡
二
月
十
七
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
々
木
玲
子 

　
【
人
　
　
権
】
和
気
　
宏
昌 

　
【
知
　
　
障
】
金
谷
　
正
利 

¡
三
月
三
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
森
定
　
温
知 

　
【
人
　
　
権
】
勝
山
　
秀
世 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美 

問
い
合
わ
せ
先 

　
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 
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相

談

 

年
金
相
談
の
時
間
延
長
と

休
日
開
庁
の
ご
案
内 

国
民
健
康
保
険
の
退
職
者 

医
療
制
度
の
届
出
は 

お
済
み
で
す
か 

合
同
相
談 

よ
ろ
ず
相
談 



 

募

集
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人
権
・
行
政
相
談 

平
成
十
八
年
度 

訓
練
生
募
集   

赤
磐
市
女
性
の
会 

会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か  

赤
磐
市
男
女
共
同
参
画 

団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
仮
称
） 

登
録
団
体
募
集   

科　　　名 定員 訓練期間 対象者 

システム設備科 

電気設備科 

木工第一科 

福祉ヘルパー科 

情報ビジネス科 

各科 
２０人 

１年間 

６カ月 ●離転職者など 

１５人 

２０人 

●新規高等学校
　卒業者 
●離転職者など
　（原則として３０
　歳以下の人） 

●新規中・高等学
　校卒業者 
●離転職者など 

  【
赤
坂
地
域
】 

日
　
時
　
二
月
二
十
日
（
月
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所 

　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
権
】
大
野
　
是
彰 

　
　
　
　
　
　
小
谷
　
良
正 

　
　
　
　
　
　
周
藤
　
光
信 

　
【
行
　
政
】
常
安
　
克
之 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
１ 

 【
山
陽
地
域
】 

日
　
時
　
三
月
十
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所
　 

　
本
庁
二
階
　
第
一
会
議
室 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
権
】
長
光
　
　
惠 

　
　
　
　
　
　
田
代
　
邦
彦 

　
　
　
　
　
　
吉
永
　
佳
子 

　
　
　
　
　
　
　
形
　
美
枝 

　
　
　
　
　
　
光
田
　
　
功 

　
【
行
　
政
】
丸
尾
　
　
壽 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

　
相
談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ

　
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
　
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

  

日
　
時
　
三
月
三
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

相
談
員 

　
岡
山
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
　

　
奥
田
　
哲
也 

　
賀
川
進
太
郎 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

　
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
（
相

　
談
時
間
は
一
人
約
三
十
分
、
予

　
約
人
数
は
一
日
最
大
十
二
人
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

           

　
赤
磐
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
向
け
た
活
動
を
行

っ
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
相

互
交
流
と
連
携
お
よ
び
市
民
参
画
・

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
「
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画

団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
仮
称
）
」

の
設
立
に
向
け
、
登
録
団
体
の
募

集
を
行
い
ま
す
。 

　
登
録
団
体
の
皆
さ
ん
に
は
、
相

互
交
流
、
自
主
活
動
の
ほ
か
、
市

の
今
後
の
啓
発
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
の
企
画
・
運
営
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
り
、
各
種
研
修
会
へ
の
ご

案
内
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

対
　
象 

　
市
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
団
体
・

グ
ル
ー
プ
（
※
営
利
・
宗
教
・
政

治
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
は
対
象
外
） 

会
　
費
　
年
額
　
千
円
（
予
定
） 

申
し
込
み
期
限 

　
四
月
二
十
五
日
（
火
）
必
着 

※
期
限
が
過
ぎ
て
も
登
録
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
登
録
時
期
に

よ
っ
て
は
十
八
年
度
事
業
に
参
加

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

申
し
込
み
方
法 

　
本
庁
、
各
支
所
・
出
張
所
・
公

民
館
・
図
書
館
に
備
え
付
け
の
登

録
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
本
庁
企
画
課
ま

で
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
企
画
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）２
６
９
２ 

  

   

　
県
立
岡
山
高
等
技
術
専
門
校
で

は
「
平
成
十
八
年
三
月
に
中
・
高

等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人
お
よ
び

離
転
職
者
な
ど
」
を
対
象
に
し
た
、

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

定
員
・
訓
練
期
間
・
対
象
者
な
ど 

              

募
集
期
限
　
三
月
八
日
（
水
） 

選
考
日 

¡
三
月
十
六
日
（
木
） 

　
学
科
・
面
接 

¡
三
月
十
七
日
（
金
） 

　
面
接 

経
　
費 

　
授
業
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
教

科
書
代
、
作
業
服
な
ど
実
費
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。 

応
募
申
し
込
み 

　
三
月
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の

人
は
、
直
接
県
立
岡
山
高
等
技
術

専
門
校
へ
、
そ
の
他
の
人
は
住
所

地
の
公
共
職
業
安
定
所
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
高
等
技
術
専
門
校 

　
¡
０
８
６
９（
５
２
）１
６
５
１ 

　
ま
た
は
、
公
共
職
業
安
定
所 

     

　
女
性
と
し
て
の
教
養
を
高
め
た

り
、
住
み
続
け
た
い
赤
磐
市
を
つ

く
る
た
め
意
見
を
出
し
合
っ
た
り
、

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？ 

Ｑ
　
若
く
て
女
性
の
会
の
こ
と
を

　
何
も
知
ら
な
い 

Ａ
　
大
歓
迎
で
す
。
一
緒
に
活
動

　
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
子
育
て
の

　
こ
と
な
ど
き
っ
と
参
考
に
な
り

　
ま
す
よ
。 

Ｑ
　
一
度
婦
人
会
を
や
め
て
し
ま

　
っ
た
の
だ
け
れ
ど 

Ａ
　
全
然
か
ま
い
ま
せ
ん
。
新
し

　
く
赤
磐
市
女
性
の
会
に
な
っ
た

　
の
だ
し
、
気
分
一
新
会
員
と
し

　
て
楽
し
く
女
性
の
会
活
動
を
し

　
ま
し
ょ
う
。 

申
し
込
み
方
法 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
葉
書
で
q
名
前

w
住
所
e
電
話
番
号
を
記
入
の
上

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

無
料
法
律
相
談 
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「
岡
山
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ 

大
会
」
愛
称
募
集 

第
十
八
回
技
能
祭
・ 

お
か
や
ま 

個
人
墓
地
の
設
置
に
は 

許
可
が
必
要
で
す 

お
知
ら
せ 
　
な
お
、
電
話
で
の
受
け
付
け
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
赤
磐
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
〒
７
０
９
―
０
８
１
６ 

　
赤
磐
市
下
市
三
三
七 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
８
３ 

　
6
０
８
６
９（
５
５
）６
０
６
０ 

     

　
「
岡
山
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
資
格 

　
岡
山
県
内
に
お
住
ま
い
の
人 

応
募
要
領 

q
応
募
は
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

　
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

w
一
人
何
編
応
募
し
て
も
さ
し
つ

　
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。 

e
作
品
に
は
、
ふ
り
が
な
を
つ
け

　
て
く
だ
さ
い
。 

r
自
作
で
、
未
発
表
の
も
の
に
限

　
り
ま
す
。 

t
応
募
作
品
に
は
、
住
所
・
氏
名

　
（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
生
年

　
月
日
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明

　
記
し
て
く
だ
さ
い
。
（
な
お
当

　
選
者
に
つ
い
て
は
市
町
村
名
を

　
除
く
住
所
、
電
話
番
号
以
外
は

　
公
表
対
象
と
し
ま
す
の
で
、
ご

　
承
知
の
う
え
応
募
し
て
く
だ
さ

　
い
。
） 

締
切
日
　
三
月
六
日
（
月
）
必
着 

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先 

　
〒
７
０
０
―
８
５
７
０ 

　
岡
山
市
内
山
下
二
ノ
四
ノ
六 

　
岡
山
県
庁
保
健
福
祉
部
障
害
福

　
祉
課
内
岡
山
県
障
害
者
ス
ポ
ー

　
ツ
協
会 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
３
４
３ 

　
6
０
８
６（
２
２
４
）６
５
２
０ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

　shohuku@
pref.okayam

a.jp 

選
　
考 

　
岡
山
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

で
行
い
ま
す
。 

表
　
彰
　 

q
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
入
選
一

　
編
、
佳
作
二
編
を
選
考
し
ま
す
。 

　
（
入
賞
作
品
に
複
数
の
応
募
が

　
あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

　
入
賞
者
一
人
を
決
定
し
ま
す
） 

w
入
賞
さ
れ
た
人
に
は
、
岡
山
県

　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長
か

　
ら
賞
状
お
よ
び
記
念
品
を
贈
り

　
ま
す
。 

入
賞
作
品
の
発
表 

q
本
人
お
よ
び
県
民
局
健
康
福
祉

　
部
な
ど
に
通
知
し
ま
す
。 

w
岡
山
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
の
協
会
紙
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。 

       

    

　 

 

　
県
立
岡
山
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
訓
練
生
が
こ
の
一
年
間
技
能

の
習
得
に
励
ん
だ
成
果
と
、
職
業

訓
練
の
内
容
を
紹
介
す
る
技
能
祭

を
開
催
し
ま
す
。 

日
　
時
　
二
月
十
九
日
（
日
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
二
時 

場
　
所 

　
県
立
岡
山
高
等
技
術
専
門
校 

　
瀬
戸
町
江
尻
一
三
二
六 

内
　
容 

¡
各
訓
練
科
の
紹
介
お
よ
び
体
験

　
コ
ー
ナ
ー 

¡
訓
練
生
製
作
品
（
木
工
品
）
の

　
即
売
コ
ー
ナ
ー 

¡
模
擬
店
（
う
ど
ん
、
豚
汁
な
ど
） 

¡
福
祉
団
体
な
ど
の
製
作
品
即
売

　
コ
ー
ナ
ー 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
高
等
技
術
専
門
校 

　
1
０
８
６
９（
５
２
）１
６
５
１ 

     

　
個
人
墓
地
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
場
合
、
岡
山
県
の
許
可
が
必
要

で
す
。 

　
許
可
基
準
に
つ
い
て
は
、
「
岡

山
県
墓
地
等
の
経
営
に
関
す
る
条

例
」
に
よ
り
、
設
置
場
所
・
構
造

設
備
・
造
成
工
事
に
つ
い
て
細
か

い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
農
地
を
墓
地
に
す
る
場

合
は
、
農
地
法
に
よ
る
許
可
が
併

せ
て
必
要
に
な
り
ま
す
。
市
内
に

墓
地
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

相
談
先 

¡
本
庁
生
活
環
境
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）５
３
４
７ 

¡
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
３ 

¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 

 

　
昨
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
同
月
十
八
日
に
か
け
厳

し
い
寒
波
が
来
襲
し
、
赤
磐
警
察
署
管
内
で
、
雪
の

影
響
に
よ
り
五
十
件
を
超
え
る
交
通
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。 

　
事
故
に
関
係
し
た
車
両
の
ほ
と
ん
ど
が
、
積
雪
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冬
用
タ
イ
ヤ
で
は
な
く

ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
い
た
た
め
、
ス
リ
ッ

プ
事
故
を
起
こ
し
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

　
例
年
、
積
雪
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
雪
に
対
す

る
備
え
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
が
事
故
多
発
の
間
接

的
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
冬
季
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

◆
常
に
凍
結
、
積
雪
を
念
頭
に
置
い
た
運
転
を
行
う
。

　
特
に
日
陰
や
橋
梁
部
に
対
す
る
細
心
の
注
意
を
払

　
う
。 

◆
冬
用
タ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
な
ど
、
積
雪
、

　
凍
結
に
対
す
る
事
前
の
備
え
を
講
じ
る
。 

◆
余
裕
を
も
っ
た
早
め
の
出
発
に
努
め
る
。
場
合
に

　
よ
っ
て
は
公
共
機
関
の
利
用
を
検
討
す
る
。 

◆
速
度
を
は
じ
め
、
す
べ
て
に
控
え
め
な
運
転
に
心

　
が
け
る
。 

降
雪
、凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
多
発 

 

十
二
月
四
日
開
催
の「
人
権
を
考
え
る

つ
ど
い
」で
、講
演
の
内
容
を
録
音
す
る

予
定
で
し
た
が
、講
師
の
了
解
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
録
音
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
お
詫
び
し
ま
す
。 

（
市
民
課 

人
権
啓
発
係
） 



26広報あかいわ（平成18年2月号） 

障害者自立 
支援制度 
障害者自立 
支援制度 
障害者自立 
支援制度 
障害者自立 
支援制度 
障害者自立 
支援制度 

【
投
票
の
方
法
】 

　
投
票
は
、
投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
き
、
本
人
が
投
票
す
る
こ

と
が
原
則
で
す
が
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
人
は
、
通
常
の
選
挙
と
同

様
に
、
「
代
理
投
票
制
度
」
「
郵
便
等
投
票
制
度
」
「
期
日
前
投
票

制
度
」
「
不
在
者
投
票
制
度
」
が
利
用
で
き
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
郵
便
等
投
票
は
、
通
常
の
選
挙
の
投
票
証
明
書
と
は
別

に
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
期
日
前
投
票
は
、
二
月
二
十
日
か
ら
二
月
二
十
五
日
ま
で

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で
次
の
場
所
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

q
本
庁
市
民
コ
ー
ナ
ー
　
　
（
旧
山
陽
町
の
人
の
み
） 

w
赤
坂
支
所
市
民
コ
ー
ナ
ー
（
旧
赤
坂
町
の
人
の
み
） 

e
熊
山
支
所
一
階
ロ
ビ
ー
　
（
旧
熊
山
町
の
人
の
み
） 

r
吉
井
支
所
一
階
ロ
ビ
ー
　
（
旧
吉
井
町
の
人
の
み
） 

【
投
票
で
き
る
人
】 

　
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
に
確
定
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人 

問
い
合
わ
せ
先 

赤
磐
市
選
挙
管
理
委
員
会 

1
０
８
６
９
（
５
５
）
１
１
１
１ 

【
投
票
場
所
】 

　
旧
町
単
位
の
選
挙
区
選
挙
で
す
。
投
票
日
ま
で
に
入
場
券
を
お
送

り
し
ま
す
。
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
場
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
（
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
投
票
記
載
台
の
氏
名
掲
示
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
投
票
す
る
人
の
氏
名
を
確
認
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
） 

【
日
時
】 

二
月
二
十
六
日
（
日
） 

午
前
七
時
〜
午
後
八
時 

赤磐市農業委員会委員選挙 赤磐市農業委員会委員選挙 赤磐市農業委員会委員選挙 

　美作岡山道路の一部開通に先立ち、記念ウォー
ク（5キロ）を行います。健康づくりと心身のリフレ
ッシュのためにお気軽にご参加ください。 

日　時 2月12日（日）午前9時～午後3時 

受付場所 美作岡山道路　佐伯インターチェンジ 

熊山インターチェンジ 

参 加 費 無料 

問い合わせ先 

【熊山支所産業建設課】 08699-5-1217 

【佐伯町建設上下水道課】 0869-88-1101

　赤磐市西中地区から鍋谷峠を経て、岡山市御津
芳谷地区へ通ずる幅員4.0ｍ、全延長3704ｍのふる
さと林道（下記位置図のとおり）が、このたび完成し
ましたのでご利用ください。 

美作岡山道路が 
一部開通します 

２月２２日（水）午後３時から、美作岡山道路の佐伯インターから
熊山インターの５ｋｍ区間が通行可能になります。 

ふるさと林道 
鍋谷西中線が 
完成しました 

赤磐市 

岡山市 

国
道
53
号
線 

県
道 

山
口
・
山
陽
線 

県
道 

岡
山
・
御
津
線 

旭
　
川 

金川大橋 

西中 
赤磐市役所 

牟佐 

芳谷 

葛城橋 

大原橋 

山陽IC

ふるさと林道 鍋谷西中線 

山陽自
動車道

 



27 広報あかいわ（平成18年2月号） 

　身体・知的・精神の３障害の福祉サービス、公費負担医療な

どが一元化された自立支援給付は、下記の各サービスを利用

した時に、原則の１割の負担を利用者本人に求め、残りの９割

を国・県・市町村で負担する新しい制度です。 

　４月から、原則1割を自己負担していただきますが、所得に

応じて４段階の負担上限額が設けられています。このため、引

き続き福祉サービス・公費負担医療などを受けられる人は障

害者自立支援給付申請をしていただく必要があります。該当

者には個別に通知します。 

　身体障害者補装具給付および日常生活用具給付を受けられる人は、１月１日から自己負担額の設定方法が変わ
り、市町村民税非課税世帯の人も１,１００円の自己負担が必要となります。 
　１０月からは障害者自立支援法に基づく新たな負担額認定方法の運用が予定されています。 

※福祉サービス・公費負担医療などには、下記の介護給付・訓練等給付、自立支援医療があります。 

補装具および日常生活用具について 

申請から給付までのながれ 

¡居宅介護（ホームヘルプサービス・家事援助） 

¡重度訪問介護（ホームヘルプサービス・身体介護） 

¡行動援護（ホームヘルプサービス・移動介護など） 

¡生活介護（デイサービス） 

¡療養介護（医療型） 

¡児童デイサービス 

¡短期入所（ショートステイ） 

¡重度障害者等包括支援 

¡施設入所支援 

¡共同生活介護（ケアホーム） 

¡更生医療 

¡育成医療 

¡精神通院医療 

利用者 市町村 

事業者 都道府 
県知事 

q支給の申請 

t
代理
受領
請求
 

y支
払い
 

w決定（認定） 

e
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
提
供 

r
利
用
者
負
担 

指定申請 

許　可 

受付場所・問い合わせ先 

※本庁への精神障害につ
　いての問い合わせ先は
　保健福祉課健康指導係 
　（山陽保健センター内） 
　1０８６９-５５-１１１７ 

障害者自立 
支援制度 
障害者自立 
支援制度 
障害者自立 
支援制度 

4月から 

障害者自立 
支援制度 
障害者自立 
支援制度 
障害者自立 
支援制度 

が始まります 

※自立支援医療制度は、
　重度心身障害者医療
　費助成制度とは別の
　制度です。 

介護給付 

¡自立訓練（通所支援） 

¡就労移行支援（通所支援） 

¡就労継続支援（通所支援） 

¡共同生活支援（グループホーム） 

訓練等給付 

自立支援医療 

連　携 

本庁社会福祉課社会福祉係 

　　1０８６９-５５-１１１５ 

赤坂支所健康福祉課 

　　1０８６９-５７-４８２２ 

熊山支所健康福祉課 

　　1０８６９９-５-１２９３ 

吉井支所健康福祉課 

　　1０８６９-５４-１３７４ 

赤磐市農業委員会委員選挙 赤磐市農業委員会委員選挙 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６９－５５－２６９２ 
 

赤
坂
川
柳
教
室
 

「
深
い
」
 

™
深
々
と
頭
を
下
げ
る
選
挙
戦
 

™
友
情
の
深
さ
い
つ
し
か
恋
心
 

™
深
淵
の
水
面
に
亀
の
泳
ぎ
お
り
 

™
深
い
意
味
な
い
が
口
紅
か
え
て
み
る
 

™
山
深
い
雪
の
下
に
も
赤
椿
 

™
な
に
げ
な
い
一
言
深
い
キ
ズ
残
す
 

™
酔
え
ば
吐
く
毒
舌
え
ん
ま
の
深
う
ら
み
 

™
生
き
抜
い
た
証
し
に
示
す
深
い
し
わ
 

™
物
差
し
で
愛
の
深
さ
は
計
れ
な
い
 

™
終
章
の
添
え
る
余
生
を
愛
深
く
 

™
深
い
溝
夫
婦
で
埋
め
る
愛
の
鍬
 

™
深
な
さ
け
か
け
て
善
人
餌
に
な
る
 

™
さ
よ
な
ら
を
残
し
て
深
い
霧
に
消
え
 

™
深
海
に
住
ん
で
も
雑
魚
は
せ
わ
し
な
い
 

™
歳
月
が
傷
の
深
さ
を
埋
め
て
ゆ
く
 

™
水
槽
に
生
き
海
の
深
さ
を
ま
だ
知
ら
ず
 

 

 光
川
　
利
勝
 

伊
賀
　
禮
子
 

頼
則
　
幸
雄
 

草
野
　
淑
子
 

堤
　
た
も
つ
 

道
満
　
昭
枝
 

藤

原

信

子

 

戸

川

　

浩

 

稲
田
は
る
子
 

羽
原
　
芳
恵
 

杉
山
　
順
子
 

岡
本
　
淳
子
 

中
永
　
智
遊
 

岩
藤
　
孔
明
 

谷
井
妣
榔
子
 

福
井
　
陽
炎
 

 

よ
し
い
川
柳
の
会
 

™
ア
ン
グ
ル
を
変
え
る
と
本
音
写
っ
て
る
 

™
趣
味
仲
間
元
気
分
け
合
う
句
座
楽
し
 

™
八
十
の
履
歴
を
語
る
顔
の
皺
 

™
赤
い
靴
歌
え
ば
過
去
が
甦
る
 

™
城
山
に
お
供
す
る
よ
と
雉
が
出
る
 

™
唇
を
噛
ん
だ
彼
の
日
が
あ
っ
て
現
在
 

™
老
化
無
念
流
転
定
め
の
世
に
も
が
く
 

™
瞑
想
の
中
に
巷
の
音
を
聞
く
 

™
ま
あ
だ
だ
よ
幼
い
記
憶
か
く
れ
ん
ぼ
 

™
辞
書
を
繰
り
勉
学
励
む
ボ
ケ
防
止
 

™
健
康
に
感
謝
あ
し
た
の
夢
を
画
く
 

™
家
族
の
笑
顔
こ
ん
な
贅
沢
あ
り
ま
せ
ん
 

™
あ
り
が
と
う
云
わ
れ
介
護
の
ち
か
ら
湧
く
 

™
遠
き
日
の
記
憶
に
よ
ぎ
る
胸
の
地
図
 

™
前
向
き
に
生
き
て
足
元
つ
い
油
断
 

™
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
山
峡
に
あ
り
ト
イ
レ
借
る
 

™
作
業
完
了
明
日
も
天
気
か
茜
雲
 

™
小
泉
流
情
け
無
用
の
劇
画
見
せ
 

™
飢
餓
海
峡
渡
っ
た
父
母
は
強
か
っ
た
 

™
糸
電
話
届
い
て
ほ
し
い
亡
母
の
星
 

™
敬
愛
の
心
が
温
か
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
 

™
亡
き
母
の
姿
の
浮
か
ぶ
運
動
会
 

™
山
里
に
歓
声
響
く
運
動
会
 

™
大
根
畑
肥
に
も
な
ら
ぬ
妻
の
愚
痴
 

™
こ
こ
ろ
豊
か
に
成
長
祈
る
孫
に
夢
 

™
腰
曲
げ
て
八
十
路
越
え
て
も
畑
打
つ
 

™
民
営
化
新
た
な
風
の
音
を
聞
く
 

™
お
互
い
が
ら
し
さ
求
め
て
譲
り
合
う
 

™
過
ぎ
て
行
く
日
々
の
速
さ
の
八
十
路
坂
 

™
単
身
の
赴
任
で
鍛
え
た
調
理
術
 

™
善
人
の
顔
で
削
る
や
竹
の
串
 

出
原
　
敬
一
 

軸
原
　
朝
子
 

是
松
　
幸
治
 

中
原
　
一
恵
 

竹
内
　
由
子
 

藤
本
　
町
江
 

松
田
　
定
巳
 

直
原
　
茂
樹
 

戸
川
か
ず
み
 

岸
本
　
敏
子
 

宇
野
　
静
子
 

高
井
　
逸
代
 

友
保
　
晃
子
 

杉
本
美
智
子
 

下
山
　
　
都
 

宮
尾
　
知
恵
 

戸
川
　
寿
子
 

大
西
　
庄
三
 

尾
関
文
巳
枝
 

山
崎
　
時
子
 

森
　
　
和
女
 

平
井
　
恵
子
 

川
崎
　
須
恵
 

安
光
　
勇
一
 

高
橋
　
　
一
 

橘
　
　
光
子
 

梶
井
　
貞
子
 

中
務
　
統
之
 

是
松
　
文
子
 

高
原
　
　
望
 

三
輪
　
康
明
 

　
十
二
月
十
日
（
土
）
、
赤
坂
フ

ァ
ミ
リ
ー
公
園
で
、
七
歳
か
ら
八

十
七
歳
ま
で
の
八
十
一
人
が
参
加

し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

¡
優
　
勝
…
…
岸
本
　
榮
一
 

¡
準
優
勝
…
…
加
藤
　
昭
吾
 

¡
第
三
位
…
…
岸
本
　
園
江
 

（
提
供
　
赤
坂
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
協
会
長
　
岸
本
榮
一
）
 

第
五
回
赤
磐
市
赤
坂
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果
 

▲左から加藤昭吾、岸本榮一、岸本園江 

い
　
ま
 

★1月15日（日）、周匝地区でとんど焼きが行われ、地元の皆さんが 
　持ち寄ったお飾りやお餅などを焼き厄よけを祈りました。 



錦玉「水ざくら」 

吉　井　支　部 

栄養
委員
の 
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　今月は春を先取り、錦玉「水ざくら」を紹
介します。 

◆材料（６人分） 
　¡桜の塩漬け １５g　¡水 ３５０cc  
　¡粉寒天 ４g　¡グラニュー糖 ７５g 
　¡大納言の甘納豆 ３０粒 
◆作り方 
　q桜の塩漬けは、水で塩をさっと洗い、形
　　のきれいなものを十個取りおく。残りは、
　　耐熱ガラスのボウルに入れて分量の水
　　を加え、電子レンジで１分３０秒加熱し、
　　こして３００ｃｃ桜湯をつくる。 
　w耐熱ガラスのボウルに粉寒天を入れ、
　　qを加えてよく溶き混ぜ、レンジで２分
　　加熱しいったん取り出す。 
　e混ぜて粉寒天を溶かしてからグラニュー
　　糖を加えて混ぜ、レンジで２分加熱する。
　　取り出して混ぜ、グラニュー糖を溶かす。 
　rさらにレンジで加熱する。レンジの中を
　　よく見ていて、液が完全に沸騰してから
　　４０～５０秒程度煮詰めて加熱を止める。
　　（合計２～３分がめやす） 
　t取り出して、アクを取る。 
　y粗熱を取ってから、型に３分の１まで入れ、
　　取り置いた桜の花を入れる。（※桜の
　　花は直前に水につけて花を開かせ、布
　　巾などで水気をふいて使う） 
　u少し固まってきたら甘納豆を散らし、残
　　りの錦玉液を入れる。 
　iそのまま冷ましてから、冷蔵庫に入れ
　　て冷やす。 

★レンジで作るときのポイント 
　　しっかり沸騰させ煮詰めること 
 
　ご家庭で桜の花の塩漬けから作ってみら
れると、１年中桜の香りを楽しむことができ
お勧めです。 
 

　
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
チ
ャ

リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
収
益
は
、

岡
山
県
「
救
援
物
資
備
蓄
セ
ン
タ

ー
」
へ
の
寄
付
、
赤
磐
市
内
の
公

立
小
・
中
学
校
へ
の
「
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
植
樹
」
の
一
助
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

　
ど
う
ぞ
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
 

 開
催
日
　
三
月
五
日
（
日
）
 

場
　
所
 

　
山
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
 

　
赤
磐
市
平
山
四
二
八
 

　
1
0
8
6
9（
5
4
）2
2
1
1
 

会
　
費
 

　
四
千
円
 

※
プ
レ
ー
費
（
一
万
千
円
）
お
よ

　
び
飲
食
代
は
各
自
ご
精
算
く
だ

　
さ
い
。
 

後
　
援
 

™
赤
磐
市
 

™
赤
磐
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
赤
磐
市
下
市
一
四
八
 

　
大
森
亜
古
 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
５
４
 

　
6
０
８
６
９（
５
５
）８
３
４
５
 

  

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
赤
磐
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
案
内
 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
ど
も
と
交
流 
貴
重
な
体
験
に
 

　
十
二
月
二
十
日
（
火
）
、
山
陽
北
小
学
校

と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン

保
護
施
設
「
カ
ン
ル
ン
ガ
ン
・
サ
・
エ
ル
マ
」

か
ら
日
本
に
や
っ
て
来
た
子
ど
も
た
ち
九
人

と
の
交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画
の
た
め
に
長
島

洋
氏
が
子
ど
も
た
ち
を
日
本
に
招
待
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
交
流
会
は
、
昨
年
の
夏
休

み
を
利
用
し
て
山
陽
東
小
学
校
四
年
大
谷
龍

太
朗
が
直
接
自
分
の
目
で
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル

ド
レ
ン
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状
を
見
て
き
た

様
子
を
山
陽
北
小
学
校
に
伝
え
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
実
現
し
ま
し
た
。
 

　
最
初
は
不
安
そ
う
だ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

子
供
た
ち
も
山
陽
北
小
学
校
六
年
生
の
あ
た

た
か
い
歓
迎
に
心
を
開
き
、
日
本
の
こ
と
を

た
く
さ
ん
教

え
て
も
ら
い

嬉
し
そ
う
で

し
た
。
最
後

に
は
、
別
れ

を
惜
し
み
泣

き
な
が
ら
抱

き
合
う
子
ど

も
も
い
ま
し

た
。
両
者
に

と
っ
て
と
て

も
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
現
在
、
岡
山
か
ら
愛
の
輪
を
広
げ
る
た
め

に
山
陽
東
小
学
校
の
四
人
（
竹
原
諒
・
大
谷

彪
祐
・
田
月
遥
・
大
谷
龍
太
朗
）
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

に
参
加
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
〈
大
谷
〉
 



１２・１月のできごと 
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五
百
十
四
人
が
大
人
の
仲
間
入
り 

下
村
　
次
三
郎
さ
ん
（
吉
原
） 

　
吉
原
に
お
住
ま
い
の
下
村
次
三
郎
さ
ん
が
百

歳
を
迎
え
ら
れ
、
十
二
月
二
十
二
日
（
木
）
、

県
と
市
か
ら
記
念
品
を
贈
り
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。 

　
下
村
さ
ん
は
、
自
分
で
電
動
車
を
運
転
し
病

院
へ
リ
ハ
ビ
リ
に
行
き
、
買
物
を
し
て
帰
る
こ

と
が
日
課
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
「
長
生
き
の
秘
訣
は
、
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
す
る
と
信
念
を
持
ち
、
積
極
的
に
体

を
動
か
す
こ
と
と
、
家
族
の
作
っ
て
く
れ
る
栄

養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
っ
て
い
る

こ
と
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

幼
稚
園
・
保
育
園
と
の
交
流 

　
山
陽
西
小
学
校
の
保
健
委
員
会
の
児
童
は
、

交
流
を
深
め
よ
う
と
双
葉
幼
稚
園
、
若
草
幼
稚

園
、
山
陽
桜
保
育
園
を
十
二
月
十
二
日
か
ら
十

二
月
十
九
日
ま
で
訪
問
。 

　
児
童
た
ち
は
集
ま
っ
た
園
児
た
ち
に
、
大
き

な
歯
ブ
ラ
シ
と
歯
の
模
型
を
使
い
丁
寧
な
歯
磨

き
の
仕
方
を
説
明
し
た
り
、
歯
に
関
す
る
ク
イ

ズ
を
し
た
り
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

　
山
陽
西
小
学
校
は｢

朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う｣

を
本
年
度
の
学
校
保
健
重
点
目
標
に
し
て
い
る

た
め
、
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
も
説
明
し
、｢

朝

ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
ね
！｣

と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
園
児
た
ち
が
し
っ
か
り
朝
ご
は
ん
を
食
べ
、

元
気
に
入
学
し
て
く
る
日
を
児
童
た
ち
は
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 

　
赤
磐
市
に
な
っ
て
初
め
て
の
成
人
式
が
一
月
八
日
（
日
）
、

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
新
成
人
の
対
象
者
は
、
男
性
二
百
七
十
七
人
、
女
性
二
百

三
十
七
人
の
計
五
百
十
四
人
。
こ
の
日
、
市
外
か
ら
の
出
席

者
も
含
め
四
百
二
十
三
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
市
長
を
は
じ
め
来
賓
が
新
成
人
を
祝
福
。
続

い
て
実
行
委
員
会
手
作
り
に
よ
る
小
・
中
学
校
時
代
の
運
動

会
や
修
学
旅
行
、
思
い
出
の
写
真
な
ど
を
編
集
し
た
記
念
ビ

デ
オ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
思
い
出
の
シ
ー
ン
が
写
し
出
さ

れ
る
た
び
に
会
場
か
ら
は
、
「
懐
か
し
い
」
の
声
が
き
こ
え

た
り
、
笑
い
が
お
き
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

 

s
模
型
を
使
っ
て
歯
磨
き
の
説
明 

s
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
下
村
次
三
郎
さ
ん 

s
教
育
委
員
長
か
ら
新
成
人
を
代
表
し
て
土
井 

　
祥
裕
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た 

s
ロ
ビ
ー
で
歓
談
す
る
新
成
人 

t
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と
ハ
イ
チ
ー
ズ
！ 

▲思い出のシーンを懐かしみました 

▼423人が参加して厳粛な式典が行われました 
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こ
の
冬
は
雪
が
多
く
災
害
の
話
題

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
月
上
旬
、

山
陰
へ
向
か
い
車
で
二
時
間
、
な
ん

と
峠
一
つ
越
し
た
ら
真
っ
白
の
雪
国

で
例
年
に
な
く
多
い
雪
に
驚
き
ま
し

た
。
た
っ
た
一
日
で
も
雪
が
積
も
る

と
右
往
左
往
し
て
い
る
私
た
ち
か
ら

は
想
像
が
つ
か
な
い
話
で
す
。 

　
今
月
の
表
紙
は
、
い
わ
な
し
幼
稚

園
の
と
ん
ど
焼
き
で
す
。
園
児
た
ち

は
、
お
飾
り
が
燃
え
舞
い
上
が
る
様

子
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
無
心
で
あ
ど
け
な
い
笑
顔
に｢

無

病
息
災｣｢

健
や
か
な
成
長｣

を
願
い

ま
し
た
。 

（
え
む
・
テ
ィ
）  

編
　
集
　
後
　
記 

編
　
集
　
後
　
記 
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赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,644人（＋３）　 

21,811人（－１０）　 

23,833人（＋１３）　 

15,933世帯（＋１１） 

（1月1日現在） 

（　）は12月１日との差 

　
野
菜
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、
産
地
化
を
目
指

そ
う
と
、
十
二
月
二
日
（
金
）
に
山
陽
産
業
会

館
で
品
評
会
が
行
わ
れ
百
六
十
四
点
の
出
品
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
品
評
会
で
は
、
外
観
、
形
状
お
よ
び
バ
ラ
ン

ス
・
着
色
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。 

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
（
敬
称
略
） 

市
長
賞
　 

　
中
桐
恵
美
子
（
西
中
・
ハ
ク
サ
イ
） 

努
力
賞
　 

　
太
田
　
義
臣
（
馬
屋
・
ダ
イ
コ
ン
） 

　
大
森
　
通
子
（
立
川
・
コ
カ
ブ
） 

　
青
井
　
初
恵
（
高
屋
・
ネ
ギ
） 

　
花
房
　
敏
子
（
高
屋
・
大
カ
ブ
） 

　
藤
原
　
澄
子
（
尾
谷
・
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
） 

　
真
野
　
安
子
（
津
崎
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
） 

　
中
桐
　
和
子
（
西
中
・
キ
ャ
ベ
ツ
） 

　
加
藤
　
幸
子
（
西
中
・
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
） 

　
谷
野
　
輝
子
（
出
屋
・
ハ
ク
サ
イ
） 

　
森
末
美
津
子
（
戸
津
野
・
ナ
ガ
ダ
イ
コ
ン
） 

 

　
一
月
一
日
（
日
）
の
午
前
五
時
か
ら
竜
天
天

文
台
公
園
で
「
初
日
の
出
を
迎
え
る
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
竜
天
山
か
ら
の
初
日
を
見
よ
う
と

県
内
外
を
含
め
約
二
百
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

　
来
場
者
に
、
地
元
中
勢
実
区
の
ご
協
力
に
よ

り
豚
汁
・
甘
酒
・
コ
ー
ヒ
ー
が
無
料
で
振
る
舞

わ
れ
寒
さ
の
中
、
日
の
出
を
待
つ
皆
さ
ん
の
心

と
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。 

　
午
前
七
時
二
十
分
ご
ろ
に
太
陽
が
そ
の
姿
を

見
せ
始
め
る
と
、
写
真
に
撮
る
人
や
両
手
を
合

わ
せ
拝
む
人
な
ど
思
い
思
い
に
初
日
の
出
を
堪

能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
初
日
の
出
の
後
に
は
お
楽
し
み
抽
選

会
と
し
て
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
今
年
初

め
の
運
を
試
そ
う
と
読
み
あ
げ
ら
れ
る
数
字
に

皆
さ
ん
一
喜
一
憂
し
、
会
は
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。 

「
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
開
催 

　
第
五
十
七
回
人
権
週
間
（
十
二
月
四

日
か
ら
十
日
）
の
一
環
と
し
て
、
市
で
は
、

十
二
月
四
日
に
、
江
森
陽
弘
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
を
講
師
に
迎
え
、
中
央
公
民
館

で
「
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
「
差
別
を
な
く
す
た
め
の
私
の
提
言
」

と
題
し
て
の
講
演
で
は
、
「
人
権
と
は

他
人
の
心
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
で
あ
り
、

簡
単
な
よ
う
で
実
は
難
し
い
。
知
ら
な

い
う
ち
に
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
一
人
ひ
と

り
が
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
、
行

動
す
る
こ
と
が
差
別
を
な
く
す
第
一
歩

に
な
る
の
で
す
」
と
力
説
さ
れ
、
会
場

に
詰
め
か
け
た
参
加
者
は
人
権
の
大
切

さ
を
改
め
て
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。 

初
日
の
出
を
迎
え
る
会 

野
菜
品
評
会 

▲今年も良い年になりますように 

▲力作ぞろいで審査に苦心… 

▲手話同時通訳も行われた講演 
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南
北
に
長
い
赤
磐
市
の
ほ
ぼ

中
央
、
坂
辺
に
松
尾
神
社
が
あ

り
ま
す
。 

　
神
社
と
し
て
の
歴
史
は
古
く
、

鎌
倉
時
代
、
元
亨
二
年
（
一
三

二
二
）、
法
橋
道
快
が
上
軽
部
郷

十
一
カ
村
の
氏
子
と
協
力
し
て
、

山
城
国
（
現
在
の
京
都
府
南
部
）

葛
野
郡
松
尾
神
社
の
御
分
霊
を

遷
座
し
、
上
軽
部
郷
の
郷
社
と

し
て
祭
祀
し
た
の
が
始
ま
り
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
祭
神
は
大
山
咋
命
で
す
。 

　
大
山
咋
命
は
、『
古
事
記
』
に

よ
る
と
、
大
年
神
の
子
で
、
母

は
天
知
迦
流
美
豆
比
売
と
あ
り

ま
す
。
山
の
神
、
酒
の
神
と
し

て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
火

災
に
よ
っ
て
、
本
殿
、
宝
蔵
な

ど
を
焼
失
し
ま
し
た
が
、
寛
文

十
三
年
（
一
六
七
三
）
郡
奉
行

俣
野
治
平
に
よ
っ
て
拝
殿
が
建

立
さ
れ
、
さ
ら
に
貞
享
三
年
（
一

六
八
六
）、
坂
辺
村
・
小
原
村
・

山
之
上
村
・
惣
分
村
・
出
屋
村

の
庄
屋
が
発
起
人
と
な
り
、
五

カ
村
の
氏
子
の
協
力
に
よ
っ
て

再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

  

江
戸
時
代
の
棟
札
に
は
、
松
尾

大
明
神
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
松
尾

神
社
と
改
称
し
て
い
ま
す
。 

 
 

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
三

月
、
西
方
神
宮
山
の
頂
に
在
っ

た
八
幡
宮
を
合
祀
し
ま
し
た
。 

　
末
社
に
は
、
祇
園
社
、
稲
荷
社
、

国
司
社
の
三
社
が
祀
ら
れ
て
お
り
、

鳥
居
近
く
に
地
神
様
が
あ
り
ま
す
。 

　
鳥
居
か
ら
拝
殿
に
の
ぼ
る
階

段
の
中
程
に
随
神
門
が
あ
り
ま
す
。 

　
随
神
門
は
、
通
常
両
神
が
正

面
を
向
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の

松
尾
神
社
の
両
神
は
内
側
に
向
か
っ

て
対
座
し
て
い
ま
す
。
拝
殿
に

向
か
っ
て
右
が
櫛
石
窓
神
、
左

が
豊
石
窓
神
で
す
。 

　
か
つ
て
祭
日
に
は
、
惣
分
の

八
幡
宮
、
下
分
の
天
満
宮
、
小

原
の
天
神
宮
、
山
之
上
の
八
幡
宮
、

出
屋
の
御
崎
宮
、
持
行
の
八
幡

宮
の
六
社
が
、
松
尾
神
社
の
御

輿
と
共
に
、
近
く
の
浜
の
河
原

に
集
ま
る
「
み
こ
し
行
幸
」
の

神
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
本
殿
は
、
流
れ
造
り
三
間
社

の
雄
大
な
も
の
で
、
昭
和
五
十

一
年
（
一
九
七
六
）
檜
皮
葺
（
檜

の
樹
皮
で
屋
根
を
葺
い
た
も
の
）

だ
っ
た
の
を
、
銅
板
葺
に
葺
き

替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
屋
根
棟

の
金
色
の
紋
章
、
千
木
、
鰹
木

は
誠
に
美
し
く
荘
厳
で
す
。 

　
昭
和
五
十
四
年
（
一
九

七
九
）、
旧
赤
坂
町
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
、

赤
磐
市
指
定
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
。（
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
） 

　 

■
松
尾
神
社（
赤
磐
市
坂
辺
） 

の 

砂
川 

松 尾 神 社  赤
坂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 県

道 

岡
山
・
吉
井
線 

笹岡小学校 
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▲
松
尾
神
社
本
殿 

t
櫛
石
窓
神
（
右
）
と
豊
石
窓
神
（
左
） 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

げ
ん
こ
う 

と
よ
い
わ
ま
ど
の
か
み 

く
し
い
わ
ま
ど
の
か
み 

み 

こ
し 

ひ
わ
だ
ぶ
き 

ど
う
ば
ん
ぶ
き 

ひ
の
き 

お
お
や
ま
く
い
の
み
こ
と 

あ

め

し

る

か

る

み

ず

ひ

め

 

や
ま
し
ろ
の
く
に 

か
ど
の
ぐ
ん 

か
つ
お
ぎ 

ち
　
ぎ 
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